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海上自衛隊の上陸用舟艇で土のうをおろす隊員，向う側は横倒しになった民船
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既往 160年の台風災害の諸相

日本の人口は 1800年ごろと現在とでは3倍

ぐらい膨張していますので，図表から災害の発

生するひん度を論ずることは無理ですが（特に

明治 10年代以前の統計－は不明確なのでなおさ

らです〉，災害が減少していないことが伺えます。

防災処置が国をあげてあらゆる方面で真剣にと

られているにもかかわりませず，減少傾向が見

えないのはまったく残念なことであります。

江戸時代には火事は大災害の 1つでありまし

た。 「火事は江戸の牽」と言った表言は諦めか

ら来た白瑚的なものでしかありません。 1657 平行して防災処置を怠らずかっ一時しのぎでな

年正月 18～19日の明暦の大火（振袖の大火） ' --＂いもので・あること芝、しょう。忘られたころに来

では焼死者が 37,000余人とされています。こ る災害はその猛威をいっそう発揮しています。

台風といえば，よからねことばかりをする，

夏から秋にかけて現われる自然現象の 1っと考

えられています。 1800年以降昭和38年（1963

年）にし、たる 160年間に大， 中の災害を引き起

こしまし五ものを表にしますと第1表，第2表
となり，それを図に示しますと第1図のように

なります。

のほかにも大火がひんぴんとしてありその都度

焼死者は多数にのぼっていました。それが消防

技術と施設の進歩強化で現在では大地震などに

古来 安
？収保 政 聞 E 店＋

五九五五

t~ 
＋ー一一

周
造
一
二

宮 本正明

坂 啓口

よる不可抗力的な原因による火災以外のものt之

容易に消火して大火事といったものが無くなっ

たことはご承知のとおりで、す。疫病もまた猛威

をふるいました。安政5年（1858年〉のコレラで

は武家，町方合わせて 48,000人に達する犠性者

が江戸の街でありました。明治23年（1890年〉

のコレラ流行でもなおて 33,000人の死が報ぜ

られています。今の人々にはまったく信ぜられ

ぬことと言えま しょう。

現在わが国に現われます災害中地震，台風と

梅雨期の大雨によるものがもっとも悪質なもの

といえましょう。 上記の火事や疫病に対してな

されたような抜本的な防御対策がとれないもの・

てミしょうか。経済的なことを考えねばあるには

ありますが，経済的考慮なしに行なえるほど相

手は生やさ しいものではない所に悩みがあるわ

けです。もっとも効果的には生活活動の発展と

災害に対する処置がそろそろ忘却されるかある，

いは軽視されたころに出現するからということ

にほかならぬのです。しかし台風と大雨は忘れ

るのが困るぐらい最近は災害を起こ

歪 宣 しています。処置が忘却されても，
「ーーア「

軽視されているわけでもないことは

明らかです。防災対策に先回りする

国土の開発や諸産業の発展に伴う人

間活動の局所への過密’ともいえる集

中が災害誘発の潜在原因となってい

ることは見逃すことのできぬ現在の

悩みであろうと考えられます。

したがって，既往の災害を取りあ第 1図
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第 1：表台 風による大災表

年月 日｜云風名 ｜被害時に大きかった地域1£士会1£左装 記 事

人 戸
昭和 34 9 26 伊勢湾 愛知， 三重，岐阜 5,041 39, 611 暴風と高潮，大雨による

’I 33 9 26 狩野 川 伊豆，神奈川， 東京 1, 189 2, 119 豪雨，狩野川はんらん

’I 29 9 26 洞爺 丸 函館港 1, 789 8,396 青函連絡船5隻沈没
焼 3,454

山口，広島県境豪雨，諸川i’I 26 10 14 ノレ ー－ 7.. 山口，鹿児島，広島 943 24, 705 
洪水

’I 25 9 3 ジエーン 大阪，神戸 539 19, 131 阪神沿岸高潮

’I 23 9 16 アイ オン 岩手 838 5,889 岩者手県の死者は全地域の死
数に対し82%

II 22 9 14 カスリン 埼玉，群馬，茨城 1, 910 9,298 利根川はんやん

II 20 9 17 枕 崎 広島，鹿児島，愛媛，山口 3, 756 60,978 全国被害の大半は広島県

II 18 9 20 鹿島根児島，宮崎，大分，広島 970 9, 709 

II 17 8 27 山口， 鹿児島，長崎，広島 1, 158 35,888 
山口害県の周防灘沿岸高潮生
じ被増大， 山口県のみで
死者785人，全媛流失4,986戸

大阪，村11戸顕著な高潮，九
II 9 9 21 室 戸 大阪，兵庫，京都，岡山，高知 3,066 47,474 州と東あ北を除く全国に大被

筈がった

大正 10 9 25 中部，近畿，北陸 537 12,538 宮山湾出漁中の漁師約 500
名行方不明

II 6 10 1 東京湾 東京，千葉，茨城 1,324 38,901 東京湾高潮の最高記録

明治 43 8 14 宮城，埼玉，群馬 1,359 6,597 関東，中部，東北の河川洪水

II 39 10 24 鹿児島，長崎の漁船 1,323 鹿余児島珊瑚崎船県転覆60溺0死 70(}
人，長 同 0余人

II 32 8 28 愛媛，香川， 高知，岡山 1,643 14,971 別子銅山の山津波 で死者
584人出す

II 26 10 14 九州，四国 827 

II 22 8 20 四国，近畿 1,470 

II 17 9 15 中部，関東，東北 1,994 21,408 

II 17 8 25 九州，中国 1,798 63,075 神戸潮国港，の岡3平6山均%県海にの面当被上た害る3大・：mの
全高 5死4者人v ま

II 7 8 27 福岡，九州， 山口 (778) (19,185) 福岡県のみの被害

II 4 7 4 兵庫，大阪 700余

II 3 10 12 和歌山 (137) 和歌山県だけの被害数
1870 

東東京湾に害高潮，東海道，関
安政56 3 8 25 九州，関東，北海道 実数不詳
18 大風水

天保 1 9 3 京都 800余

1830 
玄海灘，長崎，富山 620 漁船転覆溺者死 309

文政 11 10 2 富山県死 189 

II 11 9 17 子の年 佐賀，長崎，福岡，山口
10,285 39,553 シーボル ト台風ともいう

ほかに0約0 tまカ叶こ18,000 台風災害史的最大なる災害
2,0 を生じたもの

II 11 8 10 静岡，愛知，長野
(2, 400余） 東海竜道被筋害の諸河川堤防欠媛

して し の死者数
は天 川著流域の左12村だけで
のもの

顕著台風の記録

1. 昭和34年月 9日 伊勢湾台風

げて見てもあまり役にも立たぬか知れませんが，

防災のための歴史学の 1頁として用は依然ある

と思われますのでやや，詳しく調べ直して皆様

の供覧に呈する次第です。 和歌山県潮岬より上陸し，近幾地方を北々東
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第2表 台風による中被害表

年月 日｜台風名 ｜被害の特に大きかった地域｜惣れた 1：葬れた｜ 記 事

昭和 35 9 16 第2室戸 大阪

II 34 8 14 7号 山梨， 長野

II 29 9 13 12号 九州

II 28 9 25 13号 近畿，中部，北陸

II 27 6 23 静岡，九州，近畿

JI 24 9 1 キテイ 神奈川，東京

JI II 8 15 九州，四国

JI II 6 21 7ー－・ ブ 九州

JI 20 10 10 阿久根 九州，四国

JI 19 10 7 第4海洋 近畿，中部

JI 18 7 24 四国，中国

JI 16 10 1 九州，四国，中国

JI 14 10 16 南九州，四国

JI 13 10 14 南九州

JI II 9 5 四国

JI II 9 1 関東

JI 8 10 20 西日本

JI 7 11 14 静岡，関東，福島

II 5 7 18 九州，山口

II 2 9 13 熊本

大正 15 9 4 近畿，中部．関東

II 9 9 30 近畿，関東

II 8 8 16 九州

II 2 10 3 近畿

II 1 10 2 九州，中国

II 1 9 23 
近畿，中部

明治 43 5 10 
近畿

II 42 8 6 九州

II 35 9 28 関東，東北

II 32 8 14 鹿児島

.// 31 9 6 中部，北海道

II 28 7 24 九州，中国

II 21 8 30 四国，近畿

II 6 8 30 島線

に進んで・富山湾に抜けた，強い台風で伊勢湾、に

は強い南ないし南東の風が長時間吹いて同湾の

沿岸一帯に大規模な高潮が起こり ，これが沿海

に造成した開拓地の防潮提を破壊して多数の死

傷者が出た。

最大風速伊良湖 南 45m/s 津東南

-4-

200 13,855 

237 3,734 12～13日の大雨と 7号台風とのた
めに被害が全国的に広がった

144 2,162 

477 6,815 

135 73 

160 3,712 横横浜浜港南大々型東船~~m隻l被s 害（沈没4隻）
179 576 

469 1,379 青葉丸周防灘沈没溺死 137人

451 3,792 

103 1,008 

240 2,688 

210 2,617 

105 1,979 

477 950 

105 703 

245 4,779 

154 897 屋島丸須磨沖沈没溺死66人

257 4,637 

251 4,894 

439 1,443 熊本県高潮

126 685 

156 1,066 

161 1 423 特島務付艦近志沈自岐 (5, OOOt）行15日種明子
ケ 没 100余名方不

114 

148 249 

143 伊摘坐勢湾高潮， 第1艦隊中4隻坐礁

149 

111 529 

367 小田原，国府津高潮

113 16, 125 

162 

179 

302 和人歌山県死者145，大阪府死者 90
，ジェーン台風のコースと似る

114 272 ほかに広島，愛媛，和歌山，埼玉
に被害

東 37m/s 名古屋南々東 37m/s

高潮 名古屋港中等潮位より 3.9m高く

なる。高潮の記録として第3表のごときものが

ある。 . .._I 

2. 昭和33年9月26日〈 狩野川台風

伊豆半島の先端をかすめ〈るようにして北東に



発生月 日 ｜発生域 ｜ 測 定 原因台風名

1934 （昭和 9) 9. 21 大阪湾 3.9m 4.0m 室戸台風

大阪西島 3. 211 3. l /1 

大阪鶴 町 4. l /1 4. 0 II 

1959 en習不'1134) 9. 26 伊勢湾 名古屋港 3. 4511 伊勢湾台風

1927 （昭和 2) 9. 13 有明湾 熊本県海路4村 約 3.011 

1961 （昭和36) 9. 16 大阪湾 （木
2.8ぺ 3. 411 第2室戸台風

津 ｝｜｜ 2. 811 3. 411 

1951 （昭和26)10. 14 備後灘 尾 道 2. 511 ル ー ス台風

1950 （昭和25) 9. 3 大阪湾 大 阪 港 2. 411 2. 611 ジエー ン台風

1917 （大正 6)10. 1 東京湾 月 島 2. 3 II 東京湾台風
1945 （昭和20) 9. 17 鹿児島湾 2.0以上 枕崎台風
1942 （昭和17) 8. 27 周 防 灘 山口下 松 2.0m 

雨も台風中心の通った和歌山，奈良， 三重，滋賀，岐阜で多く洪水，山くずれなどのために大被害があった。

進み東京を通り福島県東方海上に去った。伊豆

半島，東京に大雨が降り ，前地域で、はfl'野川が

大はんらんし，東京で‘は気象の観測を始めた明

治以来の大雨（総雨量 444mm）があり石井川

を始めとする中小河川のはんらんで大害が発生

した。美しい宮城のお堀が傷んだのも この時で

す。

最大風速横浜南東 29m/s 東京 西北西

21m/s 

雨量東京 444mm，伊豆天城山地域 600～

800mm 

伊豆地方では死者 1,040人， 全流家 1,075戸

の大被害があった。ついで大きなのは神奈川県

の93人， 279戸，東京の 46人， 98戸であります。

3. 昭和29年9月26日 洞爺丸台風

九州，四国，中国を通り，日本海を渡り北海

道の西方を至近通過しました。 日本海に入って

も一向弱くならず北海道に近づくにつれてかえ

って強くなり，北海道の西に達した時もっとも

発達していました。このようなことはまったく

異例のために青函連絡船の運航を誤まらしまし

た。洞爺丸ほか4隻の連絡船は函館港内で転覆

し，多数の乗客と乗務員の方々が不帰の客とな

られました。

函館港は南に口の聞いた形をしていますので

南（南西ないし南風）の暴風は大波を立てます。

この台風が北海道の西方を通過中に強吹しまし

た南西風が大惨事の原因となりました。一般に

沖から岸に向って暴風が吹きつけますと沿岸に

は大波や高潮が押し寄せますので，暴風時の風

向には一段と注意が必要であります。

全国死者 1,761名中 5隻の連絡船での犠牲者

は 1,414人であります。函館湾では当時南から

南西の風が30～37m/sぐらい吹いたようです。

4. 昭和26年 10月4日 ルース台風
鹿児島県に上陸し広島県を通過し，その後弱

りながら関東地方の東方に去りました。山口県

がもっともいためられ，ついで上陸した鹿児島

第4表 世界の海難史（犠牲者 1,000以上のもの）

船 名 ｜発生年月日 ｜死 者 ｜

1 タイ タ 一 ツ ク （英） 1912 4 14 1,517人 氷山に衝突沈没

2 サ Jレ タ ア（米） 1865 4 27 1, 450 II ミシシピ川で爆発沈没

3 洞 爺 丸（日） 1954 9 26 1, 13911 函館港

4 ゼネラル ・スロカス（米） 1904 6 15 1 030 II ニューヨーク港で炎上

5 エンプレ ・スオプ（加）アイノレランド
1914 5 29 1, 02411 セント・ローレンス川で衝突沈没

6 キ ア ン ヤ（中国） 1948 12 3 約 1,000 II 爆発
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県であります。 u きく欠壊し泥流はついに古利根，中川流域をし
山口（死者418人全壊流失 1,759戸），If［児 ！: 

島（181人 11,256戸〉，広島 (132人 596戸〉，

これにつぐは九州の各県，四国4県，中国の各

県，近幾以東は比較的少なかった。

山口，広島県境に大雨があり，諸河川が大洪

水を起こし，また山津波があり惨害が生じまし

た。

5. 昭和25年9月3日 ジェーン台風

昭和9年の室戸台風と似たコースで阪神聞を

通過して大阪，神戸地方に大きな災を生じまし

た。規模は室戸台風よりも小さかったが，大阪

尼崎で‘は連年の地量産沈下のために大きく高潮害

を受けました。大阪では死者256人で全被害数

の48%に，全壊流失は 10,625戸で 56% に当

すこっています。

高潮は大阪港で平均海面より 2.6m，神戸港

で2.0m高いものでした。大型汽船が大阪港で

24隻（ 6隻沈没〉，神戸港で7隻（ 1隻沈没）

も損傷しています。

6. 昭和23年6月16日 アイオン台風

台風は潮岬近くで急に北東に進み始め，伊豆

半島から東京湾，水戸，鹿島灘へというコース

をとりました。風はあまり強くはなかったので・

すが台風接近前から通過時にかけて関東とその

北方東北地方に大雨が降って大洪水がありまし

た。 とりわけ北上川流域で豪雨集中し（仙台総

雨量 351mm）て著しい水害が発生しま した。

このため岩手県の災害が最大（死者688人，全壊

流失 1,390戸〉で，宮城県（44人， 350戸）がこ

れについでいます。関東地方でも諸河川がはん

らんし，千葉県（23人， 3,089戸〉，神奈川県

(30人， 207戸）では著しい水害を受けました。

7. 昭和22年6月14日 カスリン台風 （利

根川台風〉

紀州の真南より北進して来ましたこの台風は

世にいう雨台風で内地接近前から中部，関東地

方に雨が激しく降り注ぎ，台風の接近とともに

ますます強く降りま した。

秩父地方で 610mm，奥利根では 600mm と

いった記録的な豪雨がありました。このため関

東一帯では水があふれ，利根川は架橋右岸で大
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たしながら東京都をおかしました。東京都内の

足立，葛飾，江戸川区で床上浸水83,000世帯，

墨田，江東，荒川， 板橋で同 1,000世帯となっ

ています。多摩川上流でもはんらんによる水害

を受けました。

8. 昭和20年9月17日 枕崎台風

敗戦直後の 9月 17日に九州枕崎に上陸し，

九州を疾走して広島県から中国に入り日本海を

へて奥羽を横切りその東方洋上に去りました。

強い台風で災害も大きく，伊勢湾，室戸台風と

ともに最近での3大台風を形成しています。敗

戦直後の万事立ち直りができていない時に襲来

を受けましたので、災害がいっそう増加していま

す。特に広島県では8月6日の原爆で防災対策

ともいうべきものは全然、なかったので‘自然の猛

威のふるうにまかせたので、死者2,013人となり

ました。これは全国死者の 54% に当たります。

9. 昭和9年9月21日 室戸台風

高知県室戸岬をかすめて，阪神聞を通り，京

都付近をへて富山湾に入りやや弱まって奥羽北

部を横断してその東方洋上に去りました。

室戸岬で 912mbとし、う非常な気圧と，大阪

市木津川尻で南風 55m/s(10分平均風速）とい

う，ともに記録的な値を測ったほどの大台風で

あり ，その引き起こした被害があまり大きかっ

たので、台風に対する防御対策が臨時国会を召集

させました。大阪を中心にして神戸から現にか

けて顕著な高潮があり大阪港では平均海面より

3ないし4mも高いもので，沿岸地帯では船聞

を始め港湾施設や人家に恐ろしい被害が出まし
司，＿
れ」。

大阪府のみの災害は死者 1,888，傷者 9,009

人，全壊流失 27,686戸

10. 大正6年10月1日 東京湾台風

沼津辺から東京の西方から浦和市を通して北

東に去った台風は東京湾奥に大きな高潮を起こ

しまして，東京や千葉の沿岸に大災禍を生じま

した。東京月島における高潮の高さは平均潮位

上3.lmで，州、11崎 2.9m，芝浦 3.3mにおよび

ました。東京（死者563人全壊流失4,256戸），

千葉（336人 9,689戸〉，茨城（131人 17,840戸〉，



神奈川（60人 1,652戸〉，全国計(1,324人 38,902

戸）．

11. 明治43年8月14日

利根川，荒川｜，六郷川のはんらんに起因して災

害が生じました。 利根川は栗橋で 6.5m，荒川

の増水は志村，岩淵で8.5mに達し，江東地区か

ら下谷，浅草にかけて見渡すかぎり泥海となり，

天明3年（1783年）の洪水に相匹敵するという。

台風は 10日潮岬の南方洋上にせまり， 11日房

総沖に去った。このため，東海道，関東地方に

大雨が降り ，諸川のはんらんとなりました。

埼玉県名栗 706mm，群馬県草津 606mm,

中宮嗣 772mm，宮城県（死者 360人全壊流

失 554戸〉，埼玉県（331人 1,608戸〉，群馬県

(310人 1,249戸〉，千葉県（79人 388戸〉，東京

ほか8県の計（279人 2,848戸〉，全国(1,359人

•6, 647戸〉．

12. 明治32年8年28日

28日正午種子ケ島を通過した台風中心は日向

灘を渡って高知県と愛媛県の県境付近より四国

に入り，愛媛県中央を北々東方向に進み，瀬戸

内海を渡って広島，岡山両県境付近より中国に

入り，さらに進んで鳥取県を荒し28日夜半日本

海に入ってそのまま進んで、傑太方面に疾走した。

風が非常に強かったので、大きな風害が通路に

当たった地域に出た。また雨も多量に降ったた

めに山くずれや水害が著しかった。

災害のもっとも激しかったのは愛媛県で，死

：者の内 584人は別子銅山の居住地が山津波のた

めに埋没，流失したために生じたものです、

愛媛県（死者915，傷者106人，全壊流失 218

戸〉，香川県（340,980, 11,766），高知県（140,

93, 3,446），岡山県 (130,449, 4, 495），兵庫

県（92,172, 3,905），徳島県〔26,34, 313), 

計（1,643人， 1,834人， 24,643戸〉。

（風俗画報 197号）

13. 文政 11年 （1828）新9月17日子の年

の台風

8月9日（新9月 17日）の夜，大尉風襲来

し，豪雨のため山晴海噺併せ起こり，肥前領内

（現佐賀，長崎県）到る処の山谷海浜を倒壊し，

家屋樹木を吹倒したり。佐嘉（佐賀〉城下にては

八丁馬場の町屋を将棋倒しにして一宇を余さず，

伊勢の町は僅に3戸の立屋あるのみにて，比較

的倒家少きは唯白山町附近のみ。東部の山つな

みに流されたる死屍は大川にるいるいたり ，大

川口の高潮は洪水と衝突し，大詑間村の家を蕩

尽して，亦ために溺死多し。最も酸鼻を極めた

るは磁器産出地有田にて，火災の炎につつまれ

て焚火したるもの無数なりき。

つぶれ家 35,364（寺社共〉，半壊 21,057（同

左）流家1,512戸，焼失家，1,512戸，溺死，検

死，焼死計 10,285人，山崩 8,318ケ所（鍋島

直正公伝による）

台風中心は，長崎，佐賀，福岡，山口の各県

を通り，日本海より北陸方面，東北地方を通り

仙台付近から太平洋に入り去ったようです。

〔筆者気象庁〉

寸前号目次 t>
消防活動と通信施設ー・森田 弘

テレビジョンの火災・・ ・・島 光男

漫画の消防・・・・森 比呂志

初期消火率および初期消火成功率の損害におよぼす影響 －馬場敏雄

保護色坂本正

あなたの運転態度をテストする－－森 尚雄

グラビア・

百貨店の火の用心そのあぶなさ・・・・亀井孝次郎

体験発表資料 真 田整一

台風情報のきき方・・ 伊藤 博

至聖孔子と天気予報・・ ー・宮本正明

気象偵察飛行と台風観測・・・・坂口啓一
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新潟地震
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新潟地震に伴う

昭和石油製油所火災戦闘記 （1 ) 

（昭和 39年）

1. まえがき

昭和39年6月16日午後 1時2分，突如とし

て襲った新潟地震により，震源地に近接した新

潟市およびその周辺地域は，地割れ，陥没，隆

起はなはだしく ，特に日本海岸寄り一帯は建物

の崩綾，折損など自に余る惨状であった。

近代土木建築の技術の粋を集めて造られた幾

つかの橋も，つい幾日か前に行なわれた国体陸

上競技場も，この地震の前にはひとたまりもな

く破壊され見るも無残な姿となり ，あるいは防

潮堤がくずれ，広地域にわたって浸水し，零米

地域の情ない姿は悲惨そのものであった。

鉄筋コンクリ ート 5階建のアパートは， 根こ

そぎ倒れて底をむき出し，あるいは1階が地中

に陥没しているもの，傾斜したものなど，地震

の強烈さを物語っている。

さらには，地割れや陥没により地下水が噴出

して市街を水浸しにするなど，幾万とし、う被災

者を出したので、ある。

着のみ着のまま，命からがら逃げ出し，幾日

もわが家に帰れず，道路や小高い丘や草原に幾

日かを過している市民のおびえきった日 ，ぼう

然としてたたずみ放心状態の婦女子など，彼ら

にいっ平和が取り戻せるかわからない。

ことに地震と同時に発生した，昭和石油コン

ビナート火災は，悪鬼のたけり狂うごときせい

惨な猛火となり ，市民の頭上を覆う黒煙は遠く

数キロにもおよび，地震の恐怖と相まって付近
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小野寺慶 治

の住民は戦々恐々の有様であった。新潟県知事

を初め，新潟市長など多くの為政者は，昭和石

油の火災を早期に消火せしめなければ，市民の

心は安定し得ないと憂慮されていると聞くにつ

けても，この火災の市民におよぼす影響は大き

かったので、ある。

ことに昭和石火災が拡大して西隣りの歴世鉱

業所や付近住宅約300戸が焼失してしまったこ

とは，さらに市民の不安をかきたてた原因とも

なり ，地震の災禍より立ち上がろうとする市民

にとっても，この火災は早く消火せしめる必要

があった。

火災は止まることを知らず，火を呼び，いつ

果てるともわからぬ状態となり ，新潟市消防機

関を始め県内各市町村の総力を結集した消火も

全然受け付けぬ油火災特有の物すごさであっ

た。

地震当初に発生した火災は45,000tタンク 2:

基，30,000tタンク 3基を 1ブロックとするタ

ンク群よりの火災であったが時間のたつにつれ

火災は拡大し，大小合わせて約 70のタンクに

つぎつぎと延焼し，爆裂とごう音としゃく熱の

火の海となり，無抵抗のままその猛威をほしい

ままにした。加えるに；燃焼するタンクよりあふ

れ出た油と破裂したノミイプよりの漏泊が合流し，

タンクも蒸溜装置も建物も地面も一様に合流火

災となり，南北約700m，東西約1,500mにお

よぶ火災となってしまったのである。
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2. 石油コンビナー卜の状態 と施設を持っているものもあれば，比較的小規

模な施設のものもある。

私は戦時中，約3年前南スマトラのパレンパ

ンの製油所の消防責任者として勤務し， 3回の
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石油コンビナートとは一体どんな具合に構成

されているかという と， 相当広大な地域に装置



空爆によるコンピナート 火災を休験している。

パレンパンの石油コンビナートは戦前，アメリ

カとオランダが隣接して経也’していた2個所の

コンビナートで，その脱校は相当広大なもので

ある。蒸溜装置もタンクの数も，その他製油に

関連する大小数々の装置や工場など，加えるに

事務所や従業員の住宅などが混在して 1つの油

都を梢成し，数千人の人口を擁していた。

これに比べると，わが国の石油コンビナート

は規模も小さく，石油工場のみが区画されて存

在している。最近施設も改普」され，規模もだん

だん大きくなる傾向にあり，タンクにしても

45,000 tから 50,000t と大型化しつつるる状

態である。また油田を持つコンビナートと外国

の原油をタンクに貯蔵し，これを自動的に蒸溜

されて各種の油を製造する各種装置が設備さ

れ，タンクとタンク，タンクと各装置が大小の

パイプによって地下あるいは地上において連結

されている。

また，プロパンガスやその他の副産物を採取

する装置や工作機械室，ドラムかんを洗浄しあ

るいは油を充てんする工場，配管工場，木工場

などが点在しているのがコンビナートの状態で

あろう。またコンビナートの特徴として，多年

にわたる油の取り扱し、から，道路や構内の至る

ところに油がしみ込んでおり ，いったん火災と

なるとこれらが燃焼することが多いのである。

一方これら各種タンクや装置の保護設備とし

て，コンクリートの壁や防泊l堤などがあり ，落

雷に対しでも完全な避雷針も設備され，火災を

予防あるいは消火するための設備もあらかじめ

装置されているし，消火栓，貯水池（そう），化

学消防車，化学消火器など少なくとも法に示す

一範囲内で設備されているのが常である。また自

衛消防隊の組織もそのほとんと．が持っており，

定期的消火訓練も行なっているよう，である。

3. 昭和石油コンビナートの構造

昭石コンビナートは，約 25万坪の敷地を有

し， 日本海に面して新潟市来西の中央部北端に

位置し，敷地の北側は旧製油装置と幾つかのプ

ラントや小タンク群，第1汽かん室，第2汽か
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ん室，変電室，各種ポンプ室，試験室四，エチ／レ

じ鉛混合室，機械油，灯油洗浄室，各種油の荷造室，

製かん室，アスフアノレト工場など，おおよそ製

油所の持つ一通りの各種装置を完備している。

さらに，鉄道引込線を東西に設け，その以南

には事務所，診療所， ドラムかん耐圧試験室，

装塗などの製かん工場あり，荷造室，製品倉庫

帝国酸素新潟工場（プロパンタンクおよび充て

ん工場）そして 13個の各種大型タンクがある。

さらに東西に通ずる道路を隔て，その南に 10

基の白油タンク群，水素ボンベおよび窒素ボン

ベ格納倉庫があり四ェチル鉛混合室，白油ポン

プ室を併置し，その東隣りには新式の主装置お

よび超大型原油タンク群 c5基〉がある。しか
も各工場の要所には消防ポンプ室や貯水池（小

さLつを配置し，平時火災に応ずる態勢は整っ

ていた。

その他各タンクや装置は大小種々のパイ プに

よって連結され，現在日本ではかなり大きな製

油所である。

4. 火災の様相

地震直後，超大型タンク群（ 5 ~）のいずれ

かのタンクより発火し，各タンクに引火すると

ともに，地震のためタンク周辺広j也岐にあふれ

出た原油に引火して大火災となった。さらにそ

の後タンクの天蓋の破裂やボイノレオーバーなど

により溢池はなはだしく，火災は猛威をふるう

に至ったものである。

さらに，約5時間後に至り北東端，三菱金属

K K境界付近より発火した火流はつぎつぎと東

側のタンクやクラッキング，トッピングおよび

各工場などに延焼して拡大の一途をたどり ，旧

工場全般の火災となり ，さらに引込線路を越え

南側ドラムかん関係工場方面に延焼し，重油タ

ンク群や工作室にまで延び，帝国酸素新潟工場

プロパンタンクに延焼し重油出荷ポンプ室一帯

は火の海となり ，さらに流出した泌が運河に流

れ出し，運河の西の浸水地帯のタンク群にまで

火流は蔓延して行った。しかも運河の以西のタ

ンク群に蔓延した火災は，その西側に隣接する

民家約 300戸を焼き尽し，北隣の歴世鉱業 K



K，日本製虫歯KKなどにも延焼して行った。

このように火災は拡大の一途をたどり，わず

か南側にある主装置および 10基の白油タンク

群と四エチノレ鉛混合室，水素ボンベ格納庫およ

びローリー出荷工場， 事務室，診療所，自動車

倉庫および一部宿舎などを残して， 全面的な火

災に拡大したわけで‘ある。しかも東京消防庁派

遣隊が到着するまで延々34時間，まったく無抵

抗のまま存分に猛威をふるって燃え続けていた。

敷地内至る所に山積みしていたドラムかんは

爆裂し，大型タンク 12基および小型タンク 50

余基より吹き出た油とパイプ折損部よりの各種

油が合流火災を引きおこし，タンクはもとより

地面も水上（浸水地）もみな燃えていた。

さらには 1,200 mlプロパンガスタンクの西日

管が焼損して約 20m の火柱を放射（ 2個所）

し，その物すごい轟音はジェット機のとどろき

に等しく，タンクも地面も異様なうなりを生じ

て燃え盛る光景は到底筆舌には尽しにくいもの

であった。しかもその間無気味に処々方々にお

いて爆発音を発し，火山の噴火もかくやと思わ

れるもので人々は遠く数百メートルの彼方より

扶手傍観するほかに方途はなかったので－ある。

まったく恐ろしいというよりほかにたとえよ

うもなく ，出火以来 34時間，幾度か試みた新

潟市や県下消防陣の攻撃も歯牙にもかけなかっ

たことは蓋し当然とも言えよう。タンクも地上

もごうごうと沸勝して，燃える火力は何物も焼

き尽すすさまじいものであり，しゃく熱の炎と

濠々たる黒煙が渦を巻いてたなびく光景は， 生

き物のようにさえ思われたので、ある。

5. 製油所火災の危険性

今回の昭石コンビナート火災は，地震という

最悪の条件のため消防上，有利な点は1つもな

く，まったく不利な条件ばかり重なって しまっ

たといえる。

平時においてはあらかじめ設備しである，各

種消防設備は全部使用できるものであり，加え

て通信，輸送などの制ゃくもなく，地震という

ショッグなどは特別なものであり，人々の精神

面の動揺もあり得なし、。こう考えてみると何か

ら何まで悪い条件にあっての火災である。だい

たい平素行なわれている訓練や実験などの油火

災は，どんな方法でも消火が可能であり，技術

の未熟など余り関係がなし、。とにもかくにも泡

沫をふりかけ，幾木かのI噴霧でじゅう分消火し

得るということばかり しか体験のない者にと っ

ては，コンビナート油火災の困難性と危険性は

知る由もないことである。油が多量にあればた

いへんだぐらいのことしか考えていないのであ

ろう。ところがそうではなし、。仮 りに高さ 15m,

3, 000 klのタンク火災を 5口の泡沫放射で消火

できるかどうかを考えてみよう。

今日，各消防機関で・持つあわノズルの射程は

せいぜい 15～20mくらいのものであり ，しか

も射程の中間より先はあわが棒状にならず飛散

状態となり ，あわ自体がきわめて軽いものであ

る。威勢よく燃える 15m高さ（天蓋の吹き飛

んだタンク）の上部開放のタンクに5本のノズ

ノレをそろえて風上より放射しでも，あわはタ ン

ク内にはほとんど入らないのである。物すごい

t昇火炎にあおられて外方に飛ばされてしまう

からである。したがって，タンク内にあわを注

入するには，移動式タンク架梯ノズルをタンク

の上部に取り付け，これにホースを接続してあ

わを送り込む方式をとらなければ効果はない。

タンク内の上昇火炎は速度がゆるやかであるか

ら，タ ンクの内側に吹き付けるように注入すれ

ば，側をったわって流下し，油面を覆うように

なるから外部に吹き飛ばされる心配はないので

ある。

このよ うに，タンク内へのあわ放射の困難に

加え，これを早期に消火しなければ，地面の油

もタンク内の油も高温となり ，やがては沸騰す

るようになる。 地面の油が沸騰するようになる

と地中に含有する水分が蒸発し，油面をはじき

あげて発散する。 これが油自体の沸騰と合して

さらに勢を増し，ちょうど火山のよ うに無気味

な音をたてて吹きあげ沸騰状火災となる。もち

ろん，この中には 1歩も入れるものではなく，

少しばかりの水などを注入すると爆発的に飛散

し危険きわまりなし、。また少々のあわなど注入

しても，層とはならず皆はじき飛ばされ， ある
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いは泊中に消滅してしま うのである。

いわんや沸騰しているタ ンク内にあわを注入

しても，なかなか層を形成せず， まったく長い

時間と膨大な泡沫剤を要するものである。また

沸騰している油面への泡沫放射は再燃するよう

では意味がない。沸騰によりあわの層の下部は

どんどん破壊され，さらにはタンクあるいは周

囲の火炎と放射熱により上部も急速に消滅する

ものであるから，数時間たえられるだけの層の

厚さを保たねばならなL、。したがって昭和石油

火災の場合，タンク群の周囲のあわの厚さは33

～50cm以上としたのである。したがって， 1口

で 10m2に厚さ 30cmのあわの層を造るには，

有に 30分くらいの時聞を要した。もちろん放

射初期においては，すべて破壊されてしまうた

めである。ゆえに，しゃく熱に堪えながらがま

ん強く注入を続行しなければならなし、。多くの

場合，泡沫放射を断念するのはこのことを知ら

ないからで，注入しでもあわの層ができず，加

えてしゃく熱に堪えかねて後退してしまうから

である。火面に対しわずか 3～4m 接近して

20分も堪えるということはまったく死闘そのも

のである。

試みに，10m くらいの距離より注入すると

すれば，多少熱さには堪えられようが，もっと

も効果のある射程外となり ，火面に注ぐあわは

少なくむだが多L、。ゆえに足下の油面の外側に

注入するか，あるいは何かを利用して直接油面

に注ぎ込むことを避け，厚いあわの層を造って

送り込むという注入方法でなければ，むだが多

くまた効果は少ないものである。しかも徐々に

あわをもって火面を縮少してゆくためには前進

しなければならなし、。あわの下の油は高温であ

り，時には沸騰し続けていよう。これに足を踏

み込んだら最後である。ゴム長靴は焼けただれ

火傷を負うのである。あらかじめ長靴に水を入

れることにより，そして｜時々冷水と代えること

により，相当足が保護されることも忘れてはな

らない。

おおよそあわ放射は風上より行な うことが得

策であるが，地形，防活l堤，タンクなどのによ

りやむなく風横からも放射を行なわねばならな

ー12ー

い。炎々と燃えるタンクや周囲火災の上昇気流

により，空の対流が早くなり相当な風となり，大

きな丸タンクの関係から必ずしも地上は風の方

向が一定しなし、。風にさからい，風横から注ぐあ

わはほとんど目標とする油商には到達せず筒先

の移動を余儀なくされるのである。悪い足場を

補うためには，あらゆるものを活用して前進を

しなければならなし、。私どもは有り合わせの板

材を運ばせ，これを幾重にも敷きつめ，あるいは

パイプラインに渡して困難な足場を作り前進し

たのである。作業は困難で長い時聞を要するも

のではあるが，これ以外に方途はないのであるo

第4ブロック内の消火は困難と危険の連続で

あった。防油堤がくずれ割れていたため，未然

タンクへの冷却注水はで、きないのである。効果

のあることを百も承知でこれができないことは

危険である。②タンクの温度は高温となり手も

つけられないほどであった。しかしながら，万

一冷却注水をすれば堤内の水位があがり ，防油t

堤外に燃焼油が流れ出し火面が広がるばかりで

あるからである。しかもわずか 20～40mの間

隔しかない①③④タンクの猛烈な火炎により②，

タンクは危機一発の瀬戸際まで来ていたのであ

る。早くタンクの周囲火災を消火し，接近して

いる①， ④タンクの火勢を弱めなければならな

いのである。地獄のようなタンクの火炎の聞に

突入して，1歩も号｜かず生き不動となって精魂

の限りを尽して，ただがん張り抜いてタンク周

辺火災の消火に当たったので、ある。

タンクの危険はいろいろである。油の種類に

もよるが，大方油がタンク一杯に入っておれば

爆裂は少ないが，油量が少なければ少ないほど

内部ガスの急激膨張のため瞬時にして天蓋が吹

き飛ぶか，破裂してタンク火災を引き起こすの

である。

この現象は，揮発油や原油がもっとも早く，

灯油や軽油はこれにつぎ機械油そして重油の）｜反

となる。つまり，揮発ガスを早く多く出す油（軽

い油）のほ うが危険性が多いのである。また天

蓋が飛ぶと きは瞬間的に火炎が猛烈となり ，タ

ンクに接近することはまったく危険である。時

には油を飛散させて周囲一面が火の海となるこ



ともある。タンク内の油量が多く ，長時間加熱

されると泊自体が高温となり遂には沸騰状態と

なる。物すごいう なりをたてて炎上しているタ

ンクの炎は，30～50mの高さとなり ，その放

射熱は 600～1,000。C前後になるので，接近す

ることは非常に困難で－ある。しかし油が高温に

なるとボイノレオーパー （あふれ出す）を起こし

て一挙に周囲に火の滝となって流下飛散する。

これは特に危険であるので火炎の状態やうなり

に細心の注立を払い， 事前に消防隊員を退避さ

せなければならないのである。この現象は何回

か起きるので，指障者も隊員も決して油断する

ことは許されないのである。

タンク内部の燃焼は天蓋のある場合は，不完

全燃焼のため比較的火勢は弱L、が，開放部分が

大きければ大きいほど火勢は強L、。タンク｜付の

ガスや炎，煙などの排出が困難な状態のまま燃

え続けているとやがて圧力が噌大して爆裂し，

天蓋が大きく口をあけたりまたは吹き飛んでし

まうのである。天蓋のあるなしにかかわらず，

P燃焼を続けると油面より下の部分はタンクの色

も変わらないが油面上は変色し，焼けさびに変

わって来る。そして油がだんだん少なくなるに

つれタンクの上部は溶解して内仮ljに垂れ下って

来るが，天蓋のあるものは口をあけているほう

からゆがんで低くなり変形してしまう。

この場合でも内部圧が高まると時にはあふれ

品して火勢が大きくなるのである。開口部分が

小さい時は，タンク内の燃焼が緩慢なため，幾口

かの嵐状の注水で開口部を覆い，空気の流入を

しゃ断すれば何分かで鎮火するものである。た

だあわを注入する ことが可能な場合はあわ放射

をすることが効果があるが，高い場合はあわの

注入が困難で・外部へのむだな放射となってしま

うので注立すべきである。したがってノズルの

位置を上下に替えられる特殊な装備をもち，遠

隔操作のできる機器があれば非常に効果を発揮

することができるのである。これは天蓋の飛ん

だタンクにも効果があることは言うまでもなし、。

タンクの炎やうなりに注意しなければならな

いということは非常にたいせつである。前述し

ずこように，沸騰状の油の燃焼は風により空気が

よく入り込んだり ，不完全だったりするために

絶えず変 化 しているのを見逃してはならない

し，うなりもまた変化している。ガスや炎の圧力

が上昇して来ると ，ゴーツといううなりも激し

くなり ，炎も渦巻き状態に変化を来たし，瞬間

的にあふれ出したり飛散したりするのである。

万一誤って水など注入すれば，爆発的に炎が炎

上し油の飛散もはなはだしくなるので危険きわ

まりなし、。炎上しているタンクへの注水は絶対

行なってはならないし，また少量の噴霧などは

全然効果がなし、。高温の火炎に少量の水を注入

すれば急速な熱分解を起こして火勢を強める結

果となるようである。

タンク内部の温度はそう簡単にはわからない

が，ぬれ手袋を押しあてて見ることによりほぼ

推察できるし，また棒をタンクに当て一端を耳

にあてて見ると油が沸騰しているか，いないか

おおよそ見当がつくのである。タンクの下部が

相当熱L、ょうでは対｜も相当高温になっていると

見てよい。

3,000 tから 15,000tの油が沸騰状になるに

は相当長時間を要するのであるから，出火直後

はボイノレオーバーなどは起きるものではなし、。

むしろ，天蓋のあるタンク内の火災ではガス圧

が上昇することにより大きく裂けて口をあけ，

あるいは天蓋が飛ぶという危険のほうが大きい

のである。しかしこれも前述したように，ガソ

リンとか原油がもっとも危険で，さらに内部空

聞が少なければ（満虫）その現象も起きにくい

のである。

30時間以上もタンクの根元から漏油火災に

加熱され，直近のタンク火炎にあおられながら

も，なお発火せずに残っていた重油の満量タン

クを幾っか救えた所以もここにあるのである。

しかし，それにも限界があるので，早期に消火

にあたりタンクの冷却を行なうことが肝要とな

るのであるが，残念ながら昭石火災の場合は東

消隊が到着するまでは，これらの方法が講じら

れていなかったので－ある。まさに延焼寸前に東

消化学車隊がこれを敢行して，火中のタンク数

基を完全に助けたことは幸いであった。

（東京消防庁第五方面本部長消防監〉
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新潟地 震

新潟地震になける陸上自衛隊の活動状況について

1.まえがき

6月 16日， 13時00分関東大震災に匹敵す

る稀有の大地尽に際会した新潟県の要請に基づ

き，第1師団および第1施設団その他の諸隊は

機を失せず人員約6,800名，車両約 1,200両，

航空機 10機，（艦船 ・舟艇など14隻）をも っ

て，豪雪災害派遣，越後演習，国体支援と因縁

浅からぬ新潟県に出動した。

16日当日， 12師団司令部は師団長以下，妙

義山において山岳訓練中であったが，地震の報

に接するや急拠下山，当日夕，車両部隊は閣の三

国峠を越えて新潟に向け疾走，17日4時新潟市

付近に至り ，地上にたなびく大黒雲をみる。天

日なお暗き昭和石油の大火災。往路，信濃川沿

いの木橋は寸断され，道路は随所に深いき裂を

のぞかせている。市内に突入。もてるだけの荷

物を背負いあるいは手に持って避難する人々の

群が，ある一定の方向をもって流れてゆく。油

第 1：表 新潟地震被害状況 （総括表）

6-26 18時現在

区 分 被 害

死 者 14人

~ i窃 者a 380 

3, 640棟（478)

家半〈焼〉媛 12, 047 

一部 （焼〉君主 14, 904 ( 1) 

屋床上浸水 8, 201 

床下浸水 4,999 

リ 災 世 干n・ 48, 086 

リ 災 者 数 249, 800人

回 j埋 没 等 4, 273 ha 

1冠 水 1, 215 ha 

知lj埋 没 等 1, 248 ha 

l冠 水 1,045 ha 

橋 梁 副主 損 963カ所

鉛 帝自 高長 損 25隻

ヨI＇住家の破損 12, 294棟

小崎三七雄

と汗にまみれ，顔には疲労と不安の色が濃く蔭

を落とし，声もなく，足取りは重々しし、。舗装道

路は凹凸はなはだしく ，至ると ころにき裂が入

っている。家 .~［；：柱は傾き ， 電線は垂れ下がり ，

軒先には土砂がうづ高くなっている。国体支援

で、見た美しい街並の面影はすでに無く ，熟知の

道も眼をこらさないと間違えそうになる。水没

地帯付近では，車両が水中に没し，あるいは土

砂に埋まって屋根だけでわずかにそれと判別で

きる程度である。師団宿舎に定められた体育館

に向かう。高潮に洗われたこの付近は泥土と化

し，車両は足を取られたちまちストップ，泥と

の戦いが始まる。機械カプラス人力でかろうじ

て血路を聞く 。体育館に到着して，また限をみ

はる。 2階にあるコンクリートの堅ろうな渡り

廊下は50～60cm くらい断絶し，地震の横揺れ

の幅をはっきりと示している。中へ入る。軒は

傾き，床は盛り上がり ，天井は今にも落ちてき

そうである。皆不安げに頭上を仰ぎみる。固定！

をめぐらす暇もなく直ちに，県庁内指揮所へ。

この時すでにヘリコプターで急派された副師団

長，幕僚によって指揮活動は開始されており，

第 30普通科連隊，第 12施設大隊の 1部の管

斗により万代橋，八千代橋の仮補修は終わって

いた。災害の規模，様相が逐次判明してくる。

家屋の倒壊，道路の陥没 ・津波と堤防の決壊に

よる浸水，昭和石油の火災および浸水地帯にお

ける悪疫の発生，ガス ・水道 ・電気の杜絶など

その特性上被害は広範にわたり ，しかも深刻で

ある。

夜半 21時，漸く第1日の業務を終え暗間の，，，

で、身を横たえる。ややまどろんだころ，折悪しく

豪雨の襲来。雨にたたかれ寝具をまとめて雨天

体操場に避難。高低をよく調べて一眠り。早朝

給水はされたが洗面の水まではなし、。タオルで、
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第1図 新潟地震災害派巡部隊の救援行動概要



顔を拭く。 中には寝呆け限でご丁寧に歯を磨き

ながら庭に出てくるあわて者がし、る。口の回り

のみ白くあとは黒 と々 ，まるで人食人種か未聞

土人でもみるようだ。誰からともなく ，どっと

爆笑が湧く。かく して，風呂はもちろんなく，

わずかの呑み水に渇をいやす派遣第1日の夜は

静かに明けそめた0 ・・・・・・ このような全般状

況不明の中にあって， 師団長から命ぜられた部

隊当面の任務は，まず信濃川堤防締切り作業を

中心と し， 給水 ・防疫 ・救援物資の輸送および

倒壊家屋の整理などの応急民生支援を実施し，

速やかに民心の安定を期せよというものであっ

た。かくして，優先順位第1に示された信濃川

両岸の水没地帯の築堤作業およびこれに併行す

る水没地帯の救援活動（右岸の築堤は「みなと

作戦」左岸の築堤は「復興作戦」と呼称〉に派泣

隊の主力が投入され，夜を日についでの激斗が

開始された。27日まではかかると見積られた作

業も計画段階で24日完成に切りつめられたが．

各隊長の指障のもと ，打って一丸となった隊員

の安撃的活動により ，作業はさらに進展度を早

め，22日仮締め切りを完了。23日正午には全正

面締め切りに成功，（以後笠上げ ・補強などを

実施）水没地帯にも漸く明るい色がただよい始

めた。この間，諸隊の哲斗に感激した付近市民

は老幼男女を問わず杭極的に協力され，まさに

隊民一体の美しい情景が随所で展開された。

2. 本地震の特性と行動経過の概要

木地震の特性は，大ざっぱに言って，（1）地

域的 ・局部的に被害の程度に相当の差異のある

こと。（2）信濃川に沿 う地区は沖積地帯および

軟弱な零米地帯で家屋などの全療が多いこと。

(3）堤防の陥没，決壊により浸水による被害が

大であったこと。（4）石油工場の火災および廃

油の溢出などの特異な被害があった こと。（5)

一般家屋の火災による被害が少なく ，また，死

者がきわめて少なかったことなどがあげられ

る。

今次の行動経過を大別すると，第1期 ・主力

の集中，第2期 ・主力の展開および救援活動，

第3期 ・態勢整理および再編成に分けられる。
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第 1：表 作業成果 一 覧表（ただし 26日分まで〉

第 12師団災害派遣隊〈第1部広報班〉

：－－－；－－と：＿1I 17 I 18 I 19 I 20 I 21 I 22 I 23 I 24 I 25 I 26 
土の輸う用 20 5 18, 080 16, 000 13, 880 
物資 送 20 20 25 18, 105 34, 105 47, 985 

土のう作成 俵
23, 375 87, 500 82, 797 115, 318 67, 226 3, 550 

信 1, 680 25, 055 112, 555 195, 352 310, 670 377, 896 381, 446 

波
土のう運搬

19, 375 78, 520 57, 482 68, 433 86, 189 76, 023 9~＇. 300 
Jll 

19, 375 97, 895 155, 377 223, 810 309, 999 386, 022 3 322 

締 土のう絞
1,850 20, 600 24, 840 202, 640 90, 965 41, 602 4, 194 4, 622 
l, 850 22, 450 47, 290 249, 930 340, 895 382, 497 386, 691 391, 313 

切 120 270 4~~ 作 流木処理 120 290 

業 築堤工事
210 l, 607 95 
210 1. 817 l, 912 

整 地
237 
237 

愛護［給水盆It I { ~~1 mJ ~~：げ調
車 I息者輸送｜名

同｜物資輸送（部内〉

t

名

一

〉

〕

一

外

外

一

部

部

一

（

（
一
送
一

ク

蜘

一人
一

輸

送

一
道路啓閉

露｜土砂排除

橋
梁
の
整
備
補
修

土砂運搬

道路埋立

盛芥処理

防

昭！？肖火剤運搬
和｜

話｜石油くみ上げ

消｜
火｜砂利運搬

M怜
仰格条軌国

鉄
復
旧
作
業
（
新
潟

土砂排除

砂利却下

砂利補修

一18一

（認｜

疫｜ 。！（

F
』
《
1

、r
h
d
E
k
r
h
J】
L

－
「
4
B

目、
f
J1
E
、
f
1
4
2k

r
i
d－
K

一r
h
d
E
k

r
t
d
t
k
rt
d
E

L

f－
d
B
K

l

m

m

一

t

t

一
m

m

h

v

hゲ

に
d
F
H
υ
a
n
y
内

4

－

唱

A
η
4

Fhu

’A
q
d
G
u
 

n
4
a
u

’
 

－
 

戸、uFH
u
o
n
u
n
k
u

に
d
R
υ

ハU
ハU

q
u
q
d
 ，
 

l
 

1.ml 2.；刻 3,~~gl 4, m:  ~1 

50. 4 
61. 8 

60 
1, 682 

州

d
n
3
q
O
唱

A

・1
A
唱
A
巧

4

F
O

’A
t
A

。o

n
ノ－

’
－
 

内

tunnu
戸

hU
内

MU

－
巧
’
Fhu

q
L
q
d

司，

1
9

’
 

ー

F
h
u
a池
内，e
Fhu
q
u
 
a
－
 

1
 

0
9
6
5
q副
刊

明

4

内

J
b
n
m
u
R
U
AU

Q
J
R
U
R
U
唱

A

4
q
L
可
J

弓’’
A
O
O

FU
F
O

，
，
，
，
 

。，h
am

－
9

－q
u

．

1
 

9
9
9
9
8
8
4
4
 

n
4
F
h
v

弓’a
q
n
o
F
h
v
F
h
u
c
o

’A
nKM
旬

A

Q
d

ph
d
phv

，
，
，

，
 

n
U
1
A

句
ム
司

A

1

1

 

28. 9 
147. 91 

181 
1,88到

9. 9 
157.8 

13 
l, 902 

1, m l ~： ml I ~~ ii~l 10. m 

mg: gggl ~~g：矧；：m：刻 2，殺到
14 
14 

バ
x
u
q
d
n
4
q
4
R
U
Fhυ

q
d
o
o

’Aa“
1
q
L

。，－
n
U
A
U
 

ハuv
n
uv

ハHV
ハHV

ph
d
p

、υq
4
u
n
‘“

340 
340 

330 
330 

84 
980 

396 
I. 554 

q
o
p
o
n
4
4
U可

t
A
Q
J

つJ
ゥ，

37 
133 

4 
78 

0. 48 
0. 73 

0. 26 
0. 26 

ハu
n
u
n
U
A
U

6

n

U

4

7

 

戸、υn
w
J
V
F
h
υ
n
k
u

2, 160 
3, 060 

!93 
1, 063 

200 
200 

1401 
140 

432 
I. 986 

:jl ~ 
0. 76 

I 5701 950 
1 6301 う580

＇·~~：~ ，~：~ l： ~l: 

n
u
n
u
n
u
n
u
 

ハU
n
u
o
o
n
4

6
8
5
7
 

o
o
p
o
n
o
 

n

U

Q

d
 

nノ“

o
o
n
h
u
s伎
の
4

2
3
1
1
 

内

4

’i



：－－；－之工II 17 I 18 I 19 I 20 I 21 I 22 I 23 I 24 

旬、uqL 

Fhv 
2 

哲モ 砂利運搬
m' 

島
丙（貨車引出し

氷道 水土道砂管排楓間除

70 320 
町1

70 390 

R】3 

250 138 ヵ－ ガス管郷開 π1 
250 388 

ガス管輸送
80 F、
80 

1 第1期作戦 （6. 16～18) 

災害発生当日，地震を感知した各隊は直ちに

準備態勢を完成，第 30.普通科連隊および第 12

施設大隊の 1個中隊は，即日，万代橋，八千代

橋の補修作業を実施。第12師団司令部は，副師

団長以下所要の幕僚をヘリコプタ ーで高田経由

新潟に急派したのち，師団長以下指俸要員も含

め，陸路，腫を接して新潟に急行。 下山， 直後

師団主力新潟に集中の命令が発せられ，当初，

現地部隊は主要幹線道路の補修，昭和石油消火

支援，給水などを実施。 以後，増援部隊である

第 1師団派遣隊 ・第1施設団派遣隊などの到着

に伴い，これらの部隊を逐次掌握，信濃川左岸

地区を第1師団，右岸地区を第 12師団の責圧

区域と し，第1施設団は堤防補修 ・鉄道復旧作

業などを実施。

2 第2期作戦 （6.19～24) 

本期聞は，作業の重点を信濃川堤防締め切り

作業に指向，一部々暑を変更し，第1師団派遣

隊（配属部隊第 102，第 104施設大隊）をもっ

て左岸堤防構築，第1施設団派遣隊に第 12師

団主力を支援させて右岸堤防構築を実施，昼夜

兼行の突貫作業が突を結び，早くも 22日18時

に左岸地区23日16時右岸地区と全正面締め切

りを完了。この締め切りには海上自衛隊舞鶴地

方隊の上陸用舟般（LCM)5隻，高速艇 2隻

が土のう運びに協力した。 この間， 信濃川堤防

締め切り工事と併行して栗ノ木川堤防補修，日

本石油の消火支援，国鉄新潟駅構内復旧作業，

肪疫 ・給水，救援物資輸送，浸水地区被災者救

出などを実施。

120 950 450 
120 I, 070 1, 520 

16 
16 

100 1, 500 
490 1, 990 

100 
100 

800 1, 250 500 
1, 188 2, 438 2, 938 

3 第3期作戦 （6.24～30) 

信濃川堤防締め切り工事の完成に伴い，作業

の重点を排水実施後の道路啓開，給水のための

水道管復旧工事に移行するとともに，逐次態勢

を整理してつぎの行動に移る方針を定め， 26日

県知事と第12師団長が覚書を交換， 26日第13

普通科連隊の現地出発を皮切りに逐次，主力部

隊の撤収を開始。なお，引続き師団連絡本部を

残置，第301・第302需品教導隊，第10輸送給

水隊をもって 2個の給水支援隊を編成，信濃川

右岸地区約 35,000人の給水支援を継続，1部

は引続いておこった越後水害の派遣まで 40余

日の長きにわたって活躍した。

信濃川両岸における本格的な築堤作業はそれ

ぞれ20日に開始され，左岸は築堤 752mに延

人員 5,358名（作業成果は作業一覧表参照〉を，

右岸地区は築堤 1,040mに延人員7,984名を投

入，機械力の投入不能のため夜を徹しての人海

作戦が行なわれた。

右，左岸地区とも lm余におよぶ油と汚水の

ただよ う海水の中を胸まで浸り ，文字通り決死

の築堤作業。何万俵も海中に投げこみ，やっと

頭を出す程度，特に右岸地区は昭和石油の黒煙

が空をおおい，いつ背後から火の魔手が迫るか

も知れなし、。悪臭の中，地獄図絵の再現の中で

の苦斗の連続だ。 2～3日もすれば，油で皮膚

がただれ，土のう運ひeのために首筋がすりむけ

る。ただ，任務完遂の責任感のみが，疲れた心

身を支えている。

信濃川上流からは舟艇により，土のうが満載

されて， 運びこまれてくる。 下流に近づくに従
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って，被害は惨状を呈してくる。満足な形をし

た家はほとんど見当たらない，大型船が船腹を

みせあちこちでゴロリと横たわっている。ある

ものは船首を中天に向け嘆息し，あるものは壊

れた工場の軒下に首を突っこんでいる。華麗さ

を誇った昭和大橋も無残な姿を曝し，地震と高

潮のすさまじさを語りかける。

蟻のように築堤の両側から締め切り作業を続

ける隊員の中には足を滑らせ海中に没するもの

もみられる。油で汚れた顔は黒人そこのけ，品

で呼吸できないので，口をあんぐり，歯の白さ

が印象的だ。シンナーを頭からかけて洗い流

す。かくして築堤（幅 2.5～4m，高さ約 2m)

は隊員の汗と涙の中に形を整えてゆく。ある大

学の助教授はこの情景をみられて，涙ぐみなが

ら万里の長城もかくて成ったかと感嘆の吐息を

洩らされる。

近くの工場主が，声を詰らせながらお礼にこ

られる。市民の自衛隊に寄せられる温い感謝の

限射しを背に作業は続けられていった。

3. 地震災害派遣の教訓および

反省事項など

地震災害にあたって，特に定；を用いたのは，

災害の実相を早期にはあくすることで，各種救

難活動の優先順位を決定して，重点作業に部隊

を集中し，速やかに災害の根元を絶つことであ

った。以下箇条書きに要約すれば，

1 地元組織との連携強化

県 ・市の係官，同業者組合の役員，消防団，

青年団，町内会，婦人会などや自衛隊地方連絡

部との緊密な協力によって厚生支援が好転し，

派遣活動が効果的に実施できた。

2 情報収集の強化

今次のように交通々信が杜絶した状、況におい

ては，直ちに強力な偵察隊（通信機携行）を現

地に急行させ，情報センターを開設し，かっ本

部との連絡を密にして，速やかに指揮機関に報

告，指揮活動に反映させる必要がある。

3 宿営地の選定

状況不明地域に一挙に主力を集中する場合，

被災地の交通 ・生活状況などにより ，部隊の宿

一20一

営地はその外郭地区に求めるのが至当である。

たとえば，市の中心付近に集中した部隊は水

不足，停電などにより，指揮活動に渋滞を来た

した面が少なくなし、。

4 自主的作業の推進の着意

状況不明の場合，県庁側においてもその能力

上，現況はあくは不十分であるので，このよう

な場合は大綱的協定を定め，担当区分（地域）

を明確にして自衛隊側が自主的に作業を遂行す

る必要がある。

5 通信組織の融通性の確保

部外通信組織の麻癖状態に対処するため，自；

営通信組織の充実，駐とん地マイク ロ回線の強

化並びに非常災害時所要に応じ，部外通信組織

の運用について法制化することが望ましし、。

6 関係地方機関の対策の確立

突発的災害に対処するため，次の 2点につい

て関係地方機闘が，至急その対策を講ずる必要

があると思われる。

ア〉現行の災害対策本部に強力な事務局（情

報センターを含む）を設置し，初期の災害救助

活動を初めとして，総合運営に当たらせるとと

もに，所要の機動力 ・通信力を付与する。

イ〉消防団，学生，町内会，婦人会など相互

の連携強化

4. 美談，こぼれ話，裏話など

第 1話

（その 1) 6月30日任期満了の第34普通科連隊木

村士長は，就職も決定，休日良中であったが，地震の報

に接し，家人に励まされ直ちに部隊に復帰，雨中の水

道管敷設工事に従事。第107施設大隊の林田 ・宮本両

士長も任期満了の日まで献身的な救援作業を続け，有

終の美を飾ったが，両君は出発前，退職日，目前のこと

とて派遣隊員の名簿の中に入っていないことを知り，

不満顔で中隊長室に押しかけ「非常の際に奉公するの

は自衛官として当然」との真情をひれき，押し問答の

末，許可を受けた一幕があった。

（その 2) 第1普通科連隊森1士の家は被害地の

中心部にあり，心配した中隊長が，帰宅を命じたとこ

ろ床上浸水，家財の損害甚大なるにもかかわらず，気

丈な母から，「家のことは心配するな。新潟県民とし

て今こそ立派な奉仕をしてくるように」と励まされ，

重油に浸りながら復旧に挺身。



第 32普通科連隊村山士長も，上記同様大きな被害

を受けたが，両親と弟の無事を見届けた上， 1メート

ル余の泥水に浸りながら築堤に従事した。

（その 3)l，地震発生当日，新発田駐とん部隊の佐

藤2曹は，東京見物の途次立寄った叔父を駅まで見送

りに来ていたところ，突如地震の発生，大混乱のさ中

を駅前 NH Kに飛びこみ，市内外にいる外出隊員の

呼集を依頼，やがて，数回にわたってラジオを通じ

呼集を呼びかけ，非常に際しての機敏な処置をとっ

Tこ。

（その 4) 揚陸艇は母艦「りんどう」のほか， 22

日新潟に着いた2隻を加え，上陸用舟艇（LCM）は

6隻となったが，陸上自衛隊の締切作業用土のう輸送

で， 帝石橋をくぐり抜けるため，司令の命令ー下，鉄

のマストを折り曲げた。

第2話

（その 1) 市内の鴬尾ヲイさんは，自宅が被害を

受けたにもかかわらず，隊員がずぶ濡れになって，黙

々とパイプライン発掘突貫作業に健闘しているのをみ

て感激され，湯茶のサーピスはもちろん，隊員に真新

しい下着を多数寄贈された。

（その 2) 元自衛官伊藤君は勤務の都合で一緒に

救援作業ができなL、からと金1封の陣中見舞を送られ

隊員の感激はひとしおであった。

（その 3) 22日夜，第 13普通科連隊長を囲んで

重油封じ込め作戦の打ち合わせに没頭していた指揮所

は可愛L、L、お客さんの来訪に驚ろかされた。事情をき

くと，部隊が豊栄町に宿営してから，町の方々の入浴

サーピスが始まり，中川さん方にも 4名の割当てがあ

ったが，今まで1名もやってこなし、。

たまりかねた典子ちゃん（12）が，お父さんの手を

引張って奇襲に及ばれたわけ。

割当てられていたのは本部の一同で翌日の作業計画

に多忙をきわめ，参上できなかったもの。連隊長の出

動下令で，典子ちゃんは隊員の手にぶら下がり，大喜

びで帰っていった。

このような市民の温い行為が，特に若い派遣隊員の

胸をうち部隊の士気は高まり，いっそう能率があがっ

た次第である。

第3話 （投稿，投書，書簡などから）

一一原文のまま一一

（その 1) 重油と黒煙，いつ破れるとも知れぬ4

エチル鉛悪条件のもと沈着，果かんな医師 ・看護婦の

指示により 200有余人が，無事避難を完了した姿を泥

海の中から見送った時には，“感謝”から“おがむ”気

持に変っていました。加えて，自衛隊員の統制ある患

者輸送を目のあたりに見た私は，自然とほほがぬれる

のをどうすることもできませんでした。 （新潟市）

（その 2) 「拝啓初めてですが，私は現在大学の

2年に在学中の者です。今回の地震においては， 隊員

の方々の活躍が報じられ，私もそれを開くたびに何か

しら胸が熱くなるのを覚え，こうして筆を取りました

が，今日のラジオでは，雨の中を信濃川の堤防復旧中

だそうで， 1人1人の隊員のご苦労に対して大変感謝

するものです。何もない時は，私も憲法云々していた

身ではありましたが，今更， その黙々として任務に

忠実な態度に感謝を覚えるものです。どうか，新潟

市民， ひいては国民のためによろしくお願いします

敬具」 （東京都）

（その 3) 西新潟の北部地帯では，減水とともに

1週間水につかって使用に耐えなくなった畳や家具類

が，ゴミといっしょに一斉に道路上に持ち出されまし

た。各町内会から，この始末方を申請していたところ

24日夜1時 30分から練馬部隊 400人が 30数台の車

両をもって出動，徹夜で浮州町と横7番町の一部を整

理してくれました。この努力に対して地元民の一員と

して感謝せずにはいられません。 （新潟市）

（その 4) 新潟市古町7の洋装店に勤めていま

す。被災5日目，歩いて白根市から通いました。女の

足で6塁の道はやっとですが，立ち上る市民を見れ

ば，じっとしておれず信濃川沿いに歩きました。その

日の帰途3塁ほど歩いてついにフラフラになりまし

た。そこへ自衛隊のジープが止まり乗せてくれま し

た。実家に着いて “せめてお茶の一杯でも”というの

ですが，部隊の規則だからと振り切って帰って行かれ

ました。聞けばi静岡 ・東京部隊の人で，大野の学校に

帰るとのことです。この親切を思い出すたびごとに手

を合せています。 （白根市）

（その 5) “たのもしい自衛隊の復旧活動”

今回の新潟地震には自衛隊が大活躍して，途方にく

れていた市民からは喜ばれているという。黙々と働く

自衛隊員に市民は明るい希望を持ち始め，復興に全力

を尽しているともいわれている。とかく自衛隊は白眼

視されるが，このような災害には，とくに訓練さ！れた

力がフルに発揮されてそのたびに被災地の人から感謝

されている。そして，どんな重労働に対しても，また，

どんなきたない仕事に対しても，決して，いやな顔一

つせず，てきぱきと片づけてゆく姿は，たしかに地元

民にとっては頼もしい限りであろう。海から空から陸

からと，縦横な活躍で，しかも組織力が大であり，そ
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カはまことに大きい。狭い国土に災害の多いわが国

は，そのたびに大損害を受けている。自衛隊の活躍が

なければ，復旧は遅れるばかりである。今後ますます

組織力を活用，りっぱに働いてほしいと思う。

(6. 23読売新聞投書欄，「気流」より）

（その 6) “浸水地域に怪物現わる”

22日臨港町付近の浸水地域に 10数匹の大きな怪

物？ が現われた。数条の太い綱に連らなって腹まで

水と重油につかって盛んに動めいている。岸からは大

ぜいの市民が心配そうに見守っている。すわ ！ 地震

のため何か現われたか？ と近づいてよくみると何ん

とこれは自衛隊員である。そばの隊員さんに聞いてみ

ると，群馬県の相馬ケ原部隊からきた通信大隊の隊員

さんだそうだ。それが胸まであるゴム製の長ぐっとズ

ボンのついた大きいものをはいて，電話線を数本持っ

て向う岸へたどり着こうと必死になって泳いでいると

ころだ。これは1週間も燃え続けて私達を一番心配さ

新刊紹介

せた昭和石油の火災現場と本部との連絡をとるための

電話線を引いているところだそうだ。電話局の線が不

通の今は．自衛隊の通信に頼る以外にないらしし、。で

も，これには見ている方も奇妙な格恰には驚ろいた

が，倒れないだろうか，深みにはまらないだろうかと

心配でもある。本当に自衛隊員ならではできないこと

だ。その時，水の中で気をつけの号令がかかった。な

んだろうと思って見ていると，後の方から偉い上官

（後から聞いたら）がこられたので分隊長らしい隊員

．さんが．号令をかけた後で敬礼をしたが，その格恰が

余計奇妙に見えて一寸吹き出しそうになったが，しか

しその後で本当に申し訳ない気持で一杯になった。そ

れは，水の中でも上司に対する礼式の念、を忘れず規律

正しい自衛隊さん．本当に有難う。しっかり頼みます

よと心から感謝感激して．私は自然とにじみ出た涙を

ふいた。日暮れの被災地で。 （新潟市）

（筆者 3等陸佐，陸上自衛隊第12師団広報幹部）

“危険物安全輸送便覧”(1964〕

（危険物安全輸送研究委員会編）

発行所 （東京都台東区仲御徒町 2-40車両電気協会〉

定価 1,500円（512頁〉

危険物安全輸送研究委員会は昭和 32年よ り

昭和 35年度にわたって行なわれた国鉄部外委

託研究，“危険物輸送に関する危険度に関する研

究”の残務として，危険物の輸送に伴う災害の

発生に対処するための指導書の編さんを企画

し 昭和 36年4月より着手，途中，山本祐符、

委員長の死去により，一時進行の停滞もあった

が，ょうやく今日出版されることとなった。

その内容は，国鉄貨物課で作成された危険物

一覧表を基に，包装例を略図化し，性状，取扱

上の注意， 危険性，事故状況と処置，人体への

影響，救護法，性質，用途などを引火性液体，

軽火工品，可燃性固体， l汲湿発熱物，毒物，酸

化腐食剤，酸類，高圧ガス，火薬類，放射性物

質などについて記述したもので，別に関係法令

の抜すいと参考資料が掲載されているc危険物

安全輸送委員会の構成はつぎのとおりである。

東京大学工学部 山 本祐徳
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農林省振興局

通産省軽工業局

自治省消防庁

損害保険料率算定会

日本通運総合研究所

鉄道技術研究所

｜司

国鉄営業局貨物課

同公安局本部

同運転局保安課

同運転局客貨車課

日本化学工業協会

鉄道貨物協会

車両電気協会

｜司

伊藤富士雄

坂井芳雄

永瀬 章

左右田信

早野 穣

田野辺親人

小 谷大紀

片山伊与吉

中山文雄

三和達忠

依田盛武

大島竹治

宮野武雄

梶浦浩二郎

本多 茂

（敬称略，順不同〉

最近，品川倉庫爆発その他し、わゆる危険物に

関連する災害の多発が問題となっている折から，

製造業，運送業，倉庫業，保険業関係者にも大い

に役だつものと考える。











新潟地震

新潟地震による

コンクリート建物の被害

1. 新潟地震のニュース第1報で県営アパート
の転倒した写真を見せつけられた時のショック

は誠に強烈であった。世界に冠たる耐火設計の

建物が物の見事な倒れ方をするとは誰が想像し

たであろう。どえらい力の地震であったかと言

うとそうでもない。木造の大部分は大したこと

なく，カワラのずり落ちたのもほとんどない。

かったいどう言う地震が来たのだろと当初は不

思議に感じられた。所で戦前の地図を引張り出

してみると，あのアパートは川の中に建ってい

る。すなわち放水路の新設によって川幅が狭め

られ，最近埋め立てた所にアパートや国体競技

場が建てられていたことがわかった。つぎつぎ

のニュースから結局旧信濃川の中に建てたもの

だけが集中的にひどくやられ，報道でことさら

強調されたので－あって，マグニチュード（これ

は今度始めて新聞に現われた） 7.7と言うけれ

ども実は大した地震で、はなく，道路，堤防など

はかなりやられたが，建物被害は少なく，この

ため市内に火事も出ず，人命の損害も少なくて

すんだのだと軽く考えた時期もあった。

所が現地視察の連中が数日後帰ってきての話

を聞いてみると ，どうしてどうしてそんな軽い

ものではなく，信濃川東側駅前周辺は大ピ／レも

小ピノレも，あちらこちらと傾き，誠に奇怪な様

相を呈している。傾いて建て起こしを要するピ

ノレは100棟を下るまいとのこと。これはやはり

えらい地震だぞと見方が三転し， 2週間後に建

築研究所からは 30数人の調査隊が乗りこんで

被害のありそうな地域のピルをしらみ潰しに調

川 越邦雄

べることとなった。

2. 新潟市（広く町村を合併している）には約

1,500棟のコンクリート建物があると言われて

いるが，被害のありそうな地域の建物はほとん

ど調べられたと思う。まだ整理中ではあるが，

ほぽつぎのような結果を得た。

O～10の傾斜のもの約 170棟 2804m2

1～2. 5° // グ 90// 70 // 

2. 5°以上 グ 60// 60 // 

所で人間の水平感覚がそんなに精密なもので

あるとは知らなかった。調べた範囲で寸土1度以

上傾いたピノレ内で、仕事をしているものはほとん

ど無かった。できないのである。たった 1度く

らいでと思われるが，もろに傾いた室に入ると

自は壁や柱にならって傾むいて立とうとし，三

叉神経は重力どおりの鉛直線にそって立とうと

する。この室は傾いているのだぞといくら頭の

中に言い聞かせても，どうしても両者の仲裁が

できなし、。この両神経の葛藤のためやがて気持

が悪くなり ，吐き気を催してくる。倒れたアパ

ートの隣の大きく傾いた建物ともなると，室に

入ったとたんにおかしくなる。出て来た人の顔

は背くなっていた。

アパートが数百 トン， 高層の大ピルともなる

と数万 トンになる。これら大小あわせて 150棟

のピノレを建て起こすことは生易しいことではあ

るまL、。建て起こしは新築の半分ぐ、らいの金が

要ると言われている。今さらのように被害の甚

大を感じる。

これまでの耐震理論と地震の経験から，コン
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在来的Jig九方

クリ ート造りでもマッチ箱を押しつぶしたよう

な平行四辺形に傾き，柱と梁のつけ根の部分に

震害を受けるものと思われていた。今回のはま

ったく予想外で，上部構造は大して傷がなく ，

建物がそのまま土の中にめりこんで傾むいてし

まったので－ある。完全に耐震構造体系の足もと

をさらわれたと言えよう（第1図〉。

3. この地方は水位が浅く砂がゆるいので，地

下室を設けず，杭を打ってその上に建てている

ものが多かった。杭を打ってゆくとそのうち仲

々入らなくなる。これだけ打っても杭が入って

ゆかないのだからもう大丈夫，と言うことでこ

の上に建てたのである。基礎の設計法，施工法

もそれで良しとしていた。

これが杭ごともろくもめり込んでしまったの

は砂の液化現象とかクイックサンド現象とか言

われている現象で説明されている。すなわち水

を含んだゆるい細かし、砂が何かの原因でその水

圧を増し，砂と砂のせり合いが弱められると泥

のように支持力を失うのである。地震でゆさゆ

さゆすぶられて水が動き，水圧が増したので、あ

ろう。水圧が増したことは各所で噴砂が見られ

たことで、わかる。 この噴砂現象は古くから砂火

山とか砂地獄として知られており，これまでの

地震でもちょくちょく見られていた。

水を含んだ砂箱を振動させ，この砂の上にレ

ンヵーを乗せると沈んでゆく。砂の液化現象は実

験室的に簡単に見ることができる。貝が見てる

聞にすっともぐりこんでしまうのはこの原理を

利用しているのであろう。現象としてはわかっ

ていたが，これが地下 !Om以上にもおよび，

大建築がレンガの実験のよ うにもぐりこもうと
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今回の結果

第 1図

は実は予想していなかったので‘ある。あとにな

っていろいろ言われているが，コロンプスの卵

と同じで，これまでに経験したことがなく，基

礎工学の設計体系にまで取り入れられていなか

ったのはやむを得なかったことと言えよう。噴

砂の成分とボーリング試料との比較から，地下

!Omくらいの所の砂まで噴き出していること

が今回の調査で、初めてわかったくらいである。

4. 先の被災ピノレの調査からほとんど建物の傾

斜のない地域， 1度までは傾いた地域， 1度以

上傾いた地域と 3つに分けてみると， 第2図の
ように描ける。これと地盤構成を比べると悪地

盤，中地盤，良地盤ときれいに一致する。昔の

人は長年の経験から良地盤の砂丘上に住みゥ

き，広がってもせいぜい中地盤のB地域までに

止まっていた。被害の多かった悪地盤のC地域

は昔の信濃川の流れていた所に当たる。今回の

A.砂立から屯Z頁地盤
B中程度的地盤
c.ゆるい寒地盤

中

B 

第2図 王毒物被害および地幣i1li齢



被害は人口の増加と機械力の発達にともなっ

て，昔は住んではならないと言われていた所に

まで街が拡大していったための悲劇である。す

でに良地盤が無くなってしまっている現在，そ

れでは一体どこに発展すればよいのだとの反論

も出ょうが，都市の立地計画が何物にも増して

大事であることを痛烈に示しているものと思う。

今後急速に基礎構造の研究発展が見られるであ

ろうが， C地域の悪地擦を良地盤に改良するこ

とは不可能であり，再度の地震のさい今回ほど

のことはないにしても再び相当な震害をこうむ

ることはたしかであろう。

5. 先ごろ地震の国際会議に出席した建築研究

所の久田博士は，あれほどのひどい地震を食っ

て 30万人の都市の死者が 20数名に留まった

のはまったく驚きである。日本の耐震構造はま

ことにすばらしい，とほめちぎられたそうであ

る。地震国でありながらレンガ造りの高層が建

ち並び，コンクリ ート造りでも日本のような本

式に耐震設計された建物の少ない諸外国では，

たしかに今回程度の地震で・たくさんの建物が崩

援し，その下敷となってたくさんの死傷者を出

したことであろう 。

建物が傾いてしまって建て起こしにえらい金

を食うとは言え，耐震の第1の目的である人命

の保護は立派に果し得たので、ある。耐火建築に

入っていて死傷した人はほとんど無かったろう

と思う。

新聞によっては鉄筋コンクリート造りが傾き，

木造が何ともなかったとことさら皮肉った記事

を出していた。新潟は昭和 30年の大火にこり

て熱心に耐火建築の建設にはげんだ。も し今回

の新潟が昭和 30年ころのままでいたら出火点

も場え，消せなかった火元もあったかも知れな

い。このため大火となって市内が水ぜめ，火ぜ

めにあっていたら一体どうであったらろう。

これらの点から大局的に考えると ，基礎設計

に不満な点があったとは言えコンク リート建築

の設計の根本は間違っていなかったと言える。

しかし苦心を重ねてやっと建てた建物が，建

てて聞もないのに傾むいてしまって使いものに

ならず，補修にはまた莫大な金を要する。設計

施工は建築法規通りに入念に行なわれたので‘設

計者，施工業者の責任ではなし、。 しかし災難と

言うにはあまりに大きすぎると言う建物の所有

主にとっては，ダマされたような全くやりきれ

ない思いであろう。フランスでは建築家が設計

について数ト年間保証し，このため設計料の担

当額を保険にかけ，設計上の故障はすべて建築

家が修繕すると聞いた。地震の場合はこのよう

なわけにゆかぬが，基礎工法の研究を急ぐとと

もに，地震保険についての研究も急務を要する

と思う。

......・・ 4『......・h・s・，，，H・V・ • 1 •• 1・＂l,,,l"IO,,l'''lo.,f＇＇”＇＂・s・＂・，ド・，a・...., ..・1．・0・1.... '"1 .. 1・..,,,,, .... ,, .. ,, ．－－－・．・・・
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新潟地震

新潟地震と震度

1. 概況

昭和39年6月16日午後1時3分に新潟の沖

に大地震が起こり，陸上に被害を生じるととも

に津波を起こした。この地震は，日本海沿岸に

起こった地震としては，地震計観測が始まって

以来 (1900年以降）最大のもので，過去の記録

によれば約 130年前（天保4年， 1833）に今日

とほぼ同じ地域に同じような地震が起こったこ

とがある。

この地震による被害は，新潟県の中部から日

本海沿いに山形県におよぶ地帯を主とし，佐渡

~j ， 来島にも見られたが，時に新潟市の被害は

甚大で，地鉱沈下を生じ，交通，通信は途絶し

水道などの公共施設は破媛し，また石油タンク

が発火して約2週間炎上した。これほどの災害

にもかかわらず死者が少なく 25名程度で済ん

だことは不幸中の幸いであったが，壊家（つぶ

れや〉がなかったこと，民家の火災がなかった

ことによるものと思われる。

この地震による津波は，新潟，山形， 富山，

秩田の各県沿岸に波及したが，震源地付近では

最大波高平均海面上約4mで，その他の海岸で

は lmないしゑmの津波が観測された。この津

波により新潟市の低地では大浸水があり，また

佐渡の両津港でも浸水家屋を出した。その他船

舶にも若干の被害があった。この津波に対して

津波警報が出され，数時間後に解除された。

2. 震度と規模

新潟地震による各地の震度は第1図のとおり

である。すなわち，北は北海道帯広から，西は

近畿地方豊岡まで地震を感じており，それより

遠方では地震計にのみ感じた。どこかで人体に
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第 1図 「新潟地震」震度分布図

〈昭和39年6月16日13時01分〕．

感じた地震を有感地震とし、う。そうでない地震

を無感地震という。人に感じる地震の強さは場

所によって違っていて，一般に，震源地がもっ

とも強く，震源地から遠ざかるにしたがって弱

くなる。気象庁では地震動の強さを 7階級に分

けて，各地の気象台で地震を感じると，この階

級で中央に報告することになっている。欧米で

は震度を 12階級に分けたいわゆるメルカリ震

度階級が用いられている。

震度は体感で定められるものであって，よく

震度を計る器械はどれですかと尋ねられること

があるが，震度の観測には器械を用いなし、。少

なくとも現在は用いていない。震度の決め方は

震度とそれに対応する地震動の効果が書いてあ

る第1表を，実際と比較して決めることにな

る。それはかなり大ざっぱなものであるが，地

震計で計られた地震動の加速度と対比してみる

と，それほどでfこらめなものでなく，むしろ，



震度

第1表 震度階級

説 明己竺」

［土。
人体に感じないで，地震計に記録
される程度．加速度 0.S'gal(cm/ 
secり以下

｜静止してし、る人や，特に地震に注
｜意深い人だけに感ずる程度の地震
I o. s～2. 5 gal. 

大ぜいの・ぐ障人らにチい感がわのず地ずる震か程に．度2動の5く～もの8 ので，戸 tJ'
日 軽震わかる .0 

gal. 

家屋鳴がゆしれ，電，戸燈の・障子うがなっガFガタ

目 弱 震 2物のと5がは.0わ相動gaヨかlザるれ程，度梅内のよの地水震面のり8動下0げ～ く

家屋花ふれびの動慣が激しれ渉く， すわり外8殺人aにに0 い どは倒l，緑内の
IV 中 震 あ飛も すん出られな程る また いている

感じ 多くの人々は戸
び出 度の地震 25.0～ 
gal. 

壁
彼gうa損に為lす割がiれ倒る自力：はし地，煙、震り突， ． 墓石 5石どotJど~ v 強 れたり ，石屋な
程度の 80. 0～2 

g 

家屋の倒立き擦は30%以下で， 山多Eきaなlくくもずの、¥1 害！I震 t人程しが起 ，地割れを生じ，
々は っていることがで
度の地震 250. 0～400. Og 

｜ ｜家屋の倒媛が30%以上におよび，
VII ｜激震 ｜山くずれ，地割れ断層などを生ず
｜ ｜ る.400. 0 gal.以上

加速度と規則的な関係があることがわかってい

る。第1表には各震度の示す加速度の範囲が記

入しである。これらの関係は，震度が1上がる

ごとに加速度は 10112，すなわち 3.2倍増加す

る関係になっている。

今回の新潟地震では各地の地震動の加速度が

直接得られたものがあるので，それを第1図中

に示しである。すなわち，新潟200カ”ルで、震度

5，秋田 120ガルで震度4，東京7カ事ルで－震度

3などとなっている。〈カ‘ルは加速度の単位，

lcm毎秒毎秒。）第1表と対比してみると，こ

れらの加速度と震度の一致は，完全ではない

が，一応認められる範囲であろう。

さて，震度の覚え方であるが，地震動が強く

近所の家すべて 1人のこらず屋外に飛び出すほ

どならば震度4，壁にき裂などの軽被害が家屋

に起こったら震度5，家が倒れたら震度6，懸

垂物や水面の動くのがわかると震度3である。

震度1と2の区別がもっともむずかしし、。いず

'ilI戸
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第2図 (b) 新潟地震と既往大地震との比較

れも屋内にいる人にのみ感じ，静止した主君、深

い人だけに感じれば震度 1である。ただし，戸，

障子がかすかに鳴るのに気がついても，身体が

地震を感じなければ震度0 （無感）とする。

第2図は新潟地震について，震央から（震源
の真上の地点）から観測所までの距離（震央距

離）を績軸に，縦軸には震度を取って各地の震

度をプロットしたものであるが，前記のとおり

震源地から遠ざかるにしたがって震度が減少し

ているのが見られる。しかし，低い震度はかな

り点にばらつきがある。これは，観測の誤差も

多少あるが，主として地盤の影響によるもので

ある。これらの点群を貫く平均曲線は，第2図

(b）に示すように地震の規模によって異なっ

ており，規模の大きいほど全体が上にずれる。

すなわち，地震の規模が大きいほど遠方まで地

震を感じることになる。新潟地震は規模7.7で

震央距離 600kmまで，昭和 23年の福井地震

は規模7.2で 500kmまで，昭和8年の三陸地

震は規模8.5で900kmまで感じた。すなわち，
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第 3図 ！何度と光源の関係〔P＃，の照度〉

規模は，地震の全体の勢力に関係する量であ

る。

地震の規模と震度との関係は，たとえば電球

の燭光と照度との関係に似ている。第3図でA

は光源で，Bはスク リー ンである。AによるB

上の明るさ（照度）は図のように光源にもっと

も近い点で最大で，それより遠ざかるにしたが

いしだいに弱くなる。この照度が震度にあた

る。光源の燭光数を上げれば光は強くなり各点

の照度も上がる。 この燭光数が規模である。燭

光数は電気のエネノレギーに関係し，規模は地震

のエネルギーに関係する。地震の規模が 1上が

るにしたがってエネルギーは 1Q3/2，すなわち

32倍増加する。

（注，地震のエネノレギーEと規模M との関係は log£=

11.8+1.5M である。ただしEの単位はエルグ〉．

関東地方の規模は 7.9，福:ti－地震の規模は

7.2である。したがって，それぞれのエネルギ

ーは新潟地震の 2倍となる。

三陸地震の規模は8.5で，地震としては最大

級の地震であるが， そのエネルギーは 4×lQH

エルグである。これは 10 トン貨車 10億台を

富士山の高さに持ち上げるエネルギーに相当す

る。

一般に大規模の地震ほど数は少なく，小規模

な地震ほど多L、。日本付近で起こる地震につい

ていえば，規模8以上の地震は 10年に 1回，

規模 7～8の地震は1年に1回，規模 6～7が

- 32一
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第 4図 新潟地震規模決定図

約 10回である。規模の大きいほど， 震度が大

きく，かっ震源地の面積が広くなる。しかし被

害については， 震源地付近の人文的条件にも関

係してくるが， 普通被害の起こるのは規模6以

上で、ある。昭和 35年6月にモロ ッコのアガジ

ールを襲った地震は 10,000人近くの死者を出

したが，この地震の規模は6程度であった。こ

の程度の地震であれば，日本付近では月 1回く

らい起こっているが，多くは三陸沖などの海底

に起こっているので被害を伴わなし、。上記アガ

ジールの建物は耐震動に全く無防備であったこ

とも被害を大きく した原因で、ある。

規模をきめるには各地の気象官署より集めた

地震動の最大振幅の値を，あらかじめ作られた

規模決定用のノモグラムに記入して，もっとも

観測点群を代表している曲線の規模をもってそ

の地震の規模とする（第4図参照）。

3. 震度と被害

今回の新潟地震で震度6のところは新潟県北

部の海岸の一部で見られただけで，他にはなか

った（第1図）。これは震源地が海底にあって，

近い陸地でも，震源地から数十キロ離れていた

注〉 第5図のノモグラムは M=logA+l. 73log.d-O. 83 
を図示したものである。ただしMは規模，Aは最大援
幅，単位1000分の1ミリ， dは震央距離，単位キロメ
ートノレである。これを坪井の公式という。



である。このような土地はふだんから地下水で

満たされていることが多く ，したがって軟弱で，

地震動によって土地がひび，き裂，変形して，

不等沈下を起こしやすし、。 不等沈下とは，たと

えば家の隅の柱の沈下量が異なることで，その

ために家屋がひずんで遂には破決するという恐

ろしい現象である。

今回新潟で問題になったのは， 流砂現象とい

って軟弱層が主として砂周からなっている場合

で，粘土層などの場合よりも振動による破興が

はなはだしし、。それはつぎのように説明されて

いる。すなわち，ふだんは，このj也層にかかる

荷重は砂粒子の支持力と，その間げきを満たす

水圧による支持カとの両者で与えられている。

しかるに地震動によって間げき水の水圧が異常

に高まり，荷重以上となると，砂粒子にかかる

外力が無くなるので，砂粒子はばらばらになり

個々別々に動くようになる 。 砂はjlf~れ日から地

下水といっしょに吹き出し，木造家屋は不等沈

下する。重い建物は，その圧力で砂が側に移動

し建物のまわりから地下水といっしょにI噴出す

る。建物は支持力を失ってしだいに(i;fi＼，、たり遂

には転倒したりする。

第5図は新潟市内で特に流砂剖象によって地

盤が沈下した所と，長年の地盤沈下によってで

きた低地帯が提防の決壊のために浸水した地域

を示している。震度 5を観測した気象台はその

もっとも地盤の悪い所にある。気象台は1メー

トル余浸水し，建物が西に 5J立，北に2度傾い

からである。新潟市の震央距離は 50～60キロ

であった。そして震度は5と発表された。震度

5は第 1表に見られるとお り， 壁にき裂程度の

被害である。ところがよく知られてし、るように

新潟の損害は 3000億円といわれているくらい

大被害を被った。その被害の内容を大別してみ

ると，（ 1）流砂現象，（2）低地浸水，（3）石

油タンクの火災となる。そしてこれらの被害の

根本原因は，地盤の軟弱なことにあって，地震

の強震動のためで、なかったことは注立すべきこ

とである。

日本ばかりでなく外国でも ，震度の説明の中

に現われて来る事物は，建物の被害程度やその

付属物の振動のありさまが主であって，地変の

記述はずっと少なく，また震度の大きいほうに

出てくる。第1表では震度6になってはじめて

現われ，地割れ，山くずれの記事が見える。した

がって大地はよほどじょうぶなもののように思

いがちであるが，しかし，地盤の強度には種々

あって，もっと ~g1, 、震度でもくずれるものがあ

り，中でも鉄道の築堤などの人工の盛土がもっ

とも弱く ，震度4～5で鉄道の不通がよく新聞

紙上に伝えられる。つぎに弱L、のが：埋立地であ

る。どんな薄い埋立地でも，そこに建っている

家は地震のときに隣接地の建物に比しはなはだ

しい被害を受ける。もっとも，深部に竪広！な基

礎を下した建物は別て‘ある。さらに思いことに

は，このような四立地は，もと回ぼであったり

川であったり， 沼であったりした所に多いこと

，書喝、 i自 ＇•t I 39.5. 16. 21 h；見在s400hョ）
き裂，陥没 η甚Ll lpJf 

ぎ書記の限空手

定的刀欠損冠之
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新潟地震 に よる新潟市内の地変分布第 5図



1分間

一
第6図 新潟気象台における強震計の記録
(1倍強震計〉昭和39年6月16日 13時01分51.8秒

途切1雪辺INSI成分

－・－＂＂＂哨小ザ州 ＂＂ドM内旬州九-v

があった。この程度の振動で流砂現象を起こし

たので・ある。転倒した家の被災者の話によれば

その転倒には 4～5分かかったという ことであ

る。

流砂現象による建物の被害は今までの大地震

のとき皆無ではなかったが，今回の地震のよう

に大規模に起こったことは初めてであると思わ

れる。

砂層の破壊に伴って，水道やガスなどの地下

埋没物が至るところの地下で破壊されていて，

その故障個所を発見するのに当局は非常な苦心

を払われたということである。昭和 23年の福

井地震では，埋没物の被害は，異なる土質の境γ

配管の立ち上がりの部分，継手の部分など， 被

害の起こる所が一定していたのときわめて対照

的である。

これら傾いた家は，傾斜した以外は全く被害

相
》
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第7図 新潟地震強震計，加速度記録 川岸町アパート 2号棟地階（SMACA型〕

（強震前I］定委員会による）

た。第6図は気象台で取られた強震計の記録で・

ある。これよ り見ると，建物が傾斜するのに2

～3分かかったようである。

有名な，転倒した県営アパートに隣接する同

型のアパートの地下で記録された加速度計ーの記

録（第7図）によれば地震の最中は，ほとんど

加速度 50ガル（震度4）程度の援助が連続し

約 10秒の短時間のみ 200ガル （震度 5）の振動

必“寸
η
J
 

のないことが多く ，また一般の木造家屋の屋根

ガワラも全然落ちていなし、。墓石さえも倒れた

ものがほとんどなく，わずかに石燈龍のくずれ

たものがある程度である。

このよ うなことから見ても新潟における地震

動は高々5程度であって，あの大被害は全く砂

のいたずらであった。

〈筆者 気象庁〉



都市防火評論 ｜

都市防火の盲点
首都高速道路，東海道新幹線，テレビ塔，化学工場

藤田金一郎

1. 都市のアンバランス

わが国の都市は近年，速いテンポで変わりつ

つあるC 中小都市でも数年前からは，ビ．ル ・ブ

ームと大工場建設が盛んである。東海道沿線，

大阪市周辺，名古屋港地区，四日市，岡山県水

島地区等の変ぼうのテンポははげ しし、。とく

に，東京，大阪，名古屋都心のピル ・ブームと

車のラッシュは驚くべき様相を呈している。

都市周辺のマンモスアパート団地の出現，都

心と住宅地とを結ぶ大衆通勤の惨たんたるラッ

シュ一一大衆輸送の整備が追いつけないほどの

都市の発展，人口集中のテンポが速いために生

じたアンバランスである。

アンバラ ンスは，変化のテンポが従来よりも

速いほど，その弊害が大きくなりがちで，今日

の日本の都市はその最たるものといえよう。

経済成長のテンポが異状に高いことが，社会

の各方面に，いわゆるひずみや格差を生じ，社

会的な摩擦を起こしていると同様に，万事，従

来以上のテンポで変化すると ころに，各種のア

ンバランスが生れることは，とかく ，避けがた

いように思われる。都市の問題にも これと似た

ようなことが多L、。

都市の発展や近代化を急速に進めながら，そ

こに生ずべきアンバランスの予防をいかにして

合理的に，また手順よく運ぶかという点が問題

である。都市計画や防災計画は 「合理的に，手

順よく運ぶ」ための計画技術で、もあるのだが，

具体的になると，計画の前提となるべきその都

市の発展の具体的な性格の変化とか，職業別人

口の増加とか， 産業投資誘致予想、とかは，経済

の波や技術進展や，都市によっては海外経済に

著しく支配せられることでもあるだけに，これ

らの計量的把握が国難であることは周知のとお

りである。都市計画的対策は，これらの数字を

適確にかっ長期的に予想しうるのでなければ，

先行的な，手順のよい都市近代化改造計画の実

行の着手にふみ切りにくし、。たとえ財源は苦面

したとしても各種の補償の解決には時聞がかか

る。そこで，総合的で，合理的な，手｜｜原のよい

計画は実施の機を逸して見送られ，アンバラン

スが百出して焦眉の問題に追い詰められて，非

計画的な拙速策で，不経済，不合理な投資に終

わることが多いのが実情である。これは日本都

市だけの問題ではないが，変化のテンポのはげ

しい日本では，このようなことがはなはだしいt

ように思われる。

東京，大阪への産業の集中偏在，後進地域の

振興，過大都市諸対策を始め，都市の土地問題少

η
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工場地区の環境整備等は手おくれとなって，今

日の多くの困難とアンバランスの因となってい

るつ

防災計画もまたしかりで，科学技術的にはわ

かり切ったことでありながら，それが建設計画

に活用されずに，多くの防災上の盲点を都市の

随所にさらけ出しているのは，地域の整備につ

いての先行計画ないし，総合計画が欠除し，目

先の焦眉の急速建設のみに追い回わされている

ために生じた結果ともいえよう。

四日市を始め，各有力L1JM也の深刻な~'f.気汚染

の問題や，パルフヲ工場の河川汚染の問題も，そ

の1つであると考えられるし，耐震的情迭の設

Hを忘れた石司11タンクや化学工場の配管等の巨

大な損害が新潟では現尖となっているO 防災計

11BI （施設の立地，防災的環境整備，防災設計）

が新しい建設分野において，とく に無視されて

いる。木造者ll市を貫通する高架鉄橋，密集市街

に近接する巨大な鉄塔の類もその例で無計画の

結果防災上の大きい盲点を各所で~2 している。

2. 国民の心のふるさとの壊滅

最近開通した東京の高速道路は，日を見張る

偉観で，うれしい限りであり，見事にオリンピ

ックにも間に合って，外来の本：にも胸を濃るこ

とができるのは労7々をかさねた関係者とともに，
都民の大きい喜びである。東海道の新幹総も，

羽田空港へのモノレール（写真1）も， 中央線

の新高架線も，東京の発展を示すものとして日

を引くのにじゅうぶんのものである。

しかし，これら随所にある種々のア ンバラン

スが市街地発展の過程において一一どの国のど

騨y,--

写真 1 国電田町駅付近
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の都市でも避けることのできないアンバランス

だが一一東京には極度に露呈されている。

日本橋の上にまたがる高架道路が，日本橋の

イメージを破J哀したことは多くの都民の嘆きで

ある。半蔵門の千鳥ケ淵の桜並木の伐採と，傍

若無人の地下道排気筒も多くの抵抗に合いなが

ら，他にや｜！？のなかったためか，首都の持つ歴

史の重み，東京のもっともよい風趣の 1つが壊

されてしまいそうであり，国民の心の故郷を壊

してしまおうとしている。各都市の戦災復興計

画の道路のために，寺社や史跡が，あとかたも

なく壊され，新開地のようにカサカサとした街

並になってしまったのと同じ悔をここでも考え

させられる。都市計画には能率と愉しさと防災

が必要であると同時に，心の故里がもっと尊電

されなくてはなるまし、。

これがロンドンかパリであったならば，市民

の反対や新聞の論評は極度に厳しいものであっ

たと思う。数年前，ロンドンのノ、イドハーク近

くの高層ホテノレ l棟の建造申請をめぐる市民，

建築家，ロンドン都庁，公共事業省の論争を見

ても，都市の歴史的風趣の保存に，いかに真剣

であるかがわかる。東京ではあまりにも簡単に

片付けられているように思われる。

パリの歴史保存地区の規制の厳重さは，コン

コード広場に面して戦後新築のアメリカ大使館

の様式を不許可と一蹴した気慨にも見られる。

いわゆるオリンピック道路で鉱張した青山の

通りは，見違えるほど立派になったが，ところ

どころに目下工事中の歩行者用立体交差の陸橋

は，一考を要する設計である。青山にも昭和通

りも画一的で周囲のビノレとの調和が念頭におか

写真 2 国電有楽町駅付近



れていないのではないかと思われて残念である。

あるいは，量産的コスト ・ダウンのための画ー

かとは想像するが，それにしても都市構築物の

デザインとして，センスが粗野で，ずれてし、る。

たいしたコスト ・アップをしないて、も，もっと

スマートに周囲のそダンなビルと調和したデサヂ

インができるはずである。今はせめて，色調だ

けでも環境に合ったようにしてもらいたいと念

願するのみである。

3. 木造密集街に近接する橋梁

有楽町駅に接する国鉄新幹線の鉄骨橋梁（写

真2）を見ると，ガードに接し平行して，有楽

i町の飲食店，雑貨店街がある。木造2階建の密

集街で，私の記憶だけでも戦後に 2回，大規

模の大火を出した地区であって，その後からは

多少建物もよくなってはいるが，ますます木造

が密集している所である。いつ火災が起こり，

延焼拡大するかわからぬ火災危険地帯である。

ましてや，地震出火や強風時出火のときは， 平

時のような消防力を期待するのは無理である。

その商店街が炎上すれば，橋梁との距離からみ

て，橋梁鉄骨部分のうける加熱は800。Cをこえ

る範囲が相当長い区域に及ぶおそれがある（写

真2）。構造用鋼の熱聞の降伏点と弾性率の低

下は，材質の種類によって多少は異なるが，ほ

ぽ第1表のようになる。

第 1表

加熱温度 熱間降伏点 熱間弾性率

（常温に比して〉 〈常温に比して〉

300 ［。CJ 80 [%] 90 [%] 

400 ~ 70 ~ 84 ィシ

500 ク 58 ク 70 q 

600 ＇シ 35 ＇》 40 ＇シ

650 ク 20 q 20 ク

銅製橋梁の強度設計の安全率が鋼の降伏点に

対し 2～2.25ととってあるとしても， 600。Cを

こえるとすでに限界に近く， 800°Cの火炎をう

けると，ほとんど完全に大変形をおこし，構造

上，使用できぬ危険状態になると考えねばなら

ない。もちろん，そのような加熱をうける火災

中は車両の交通は禁止されるであろうが，火災

後の復旧工事は相当期間に渉り，幹線のダイヤ

は手痛い変更をよぎなくされ，交通の混乱は避

けがたく ，重大な問題となることは明らかで

ある。

羽田空港行のモノレール 等に用いてある PS

コンクリ ート桁の場合であると，その防火被蛮

厚さにも よるが，PS桁は火災温度で爆裂しや’

すい性質があるので（わが国でも，英国でも実

験報告があり，一応，周知されているはずであ

るが），木造密集街または，大規模木造建物から

数10米以内にある PSコンクリート桁に対して

は自動ドレンチャー，スプリンクラーその他の

特別の防火措置をぜひ必要とするわけである。

日本の都市市街地の不燃化が近年急テンポで

進展したとはいえ，都心部においてすらも， L、

まなお木造密集団地が相当残っている。そこへ，

焦眉の急を要する交通対策として，高速道路

（写真3）新幹線，モノレーノレ等が大部分高架式

で建造されるのは，地下道に比しコスト節減上

やむをえない計画だとしても，都市の美観と史

跡と防災とに冷淡であっては困るのは申すまで

もなし、。これも，東京都内に起こった都市構築

面のアンバランスの 1つで、ある。そして，それ

には建設当局だけでは手におえない多くの問題

があることも否めない点であるけれども，それ

ですむ問題ではないのである。

最近開通した第1・4号高速道路（羽田一信

濃町一甲州街道）等を見ても，木造の大倉庫地

帯，木造工場地帯， 6月宝組大爆発事故のあっ

た倉庫（写真5）も道路に接近している。木造

の商店街，事務所，家屋集団市街（写真 4～8)

群等かなり近接している所も少なくなし、。 こ

写真 3 高速4号線赤坂見付付近
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写真 4 高速1号線に近接した木造倉庫群

れらの木造群に火災が肱大し，高架線が強風下，

風下になる場合，600～ 1000。Cの火災火流を

うける恐れが上記全部ではないとしても，じゅ

うぶんにありうる。火災時の交通混乱はもちろ

ん復旧工事朋聞の交通麻ひを考えての対策を，

緊急措置することを要望せずにはいられなL、。

さしあたり ，自動ドレンチャー（地震直後の大

火発生を考えて，配管継手の耐震設計を考慮〉，

特別消防隊および水利の整備，なお応急橋梁

の！斤v111，露出鉄骨部の防火被覆策を緊急検討す

べきであろう。

4. 高架構造物の

火災危険判定の方法

そこで，私は関係当局が緊密な協力の下に，

少なくとも，つぎの調査，検討を早急に実現す

ることを要望したい。

一一高架道路 ・鉄道 ・軌道等で木造密集街，大

規模木造建物（とくに火災危険度の大きい建物

や工場，危険物貯蔵所〉，貯油場，化学工場等

に近接した位置にある主要幹線の銅製橋梁，P

Sコンクリート桁（モノ レール等）および，そ

れらの主要付帯施設の火災時の強度，変形，信

号その他安全装置の高温時の信頼度のl吟味。

（備考） 橋梁その他施設のうける火災加熱温

度とその継続時聞を決定するには，つ

ぎの要領を参照する必要がある。

(I) 木造市街地の地域面積と木造建物の平

均容積率を調査（可燃量密度と毎分発

熱量が推定できる）。

くIT) 火災危険の多い業種別の建物の容積率
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写真 5 高速1号線付近のある事故

（密度〉の調査（出火頻度と延焼拡大

危険度が算定できる）。

(ill) その地区の風速 ・風向別の年間頻度統

百十を調査（もよ りの測候所または消防

署）。

(N) 該木造地区または特定の木造家屋（と

くに大規模木造家屋）との水平距離と

高低差調査（強風時火流中心線一一火

流内で温度のもっとも高い部分と対象

構造物との関係位置の算定用）。

写真 6 高速1号線に接近した木造群

(V) 該木造地区上空を吹く風の乱れを熱流

風洞で模型テスト＊を行なう（地形，地

物のやや複雑の場合は理論推定料は困

難であるから模型テストを行なうべき

である．ただし平地であって， 家屋ff下

が均等で，かっ家屋群周辺の地形，地

物も傾斜地，谷，崖，高層建物などな

いときは，均等平坦市街地についての

既往実験結果から類推できるから，J：見

本料昭和25年 日本建築学会京都大会， 26年， :ITT京大

会発表論文集および昭和 39年5月，日本火災学会学

術講演会発表論文梗概集参照



型テストを省略できる）。模型テストは

理論的立場から多少の問題はあるが，

経験的にはかな り類似が信頼しうると

考える。

("W) 該構造物が鋼構造の場合は，第3項に

述べた所と第1表とを参照して，構造

力学的吟味を行ない，危険の有無また

は危険の度合を測定すること。必要に

応じ防火被覆を施すこと。また，PSコ

ンクリ ート造り ，普通の鉄筋コンクリ

ート造りの場合は，その防火被覆に応

じ計算により，銅線，鋼俸の温度を算定

し，300。C以内であるか否かにより，そ

の安全または危険の判定をする。詳細

は省略するとして，この取り扱いの参

考として論文（昭和30年夏日本セメン

ト技術会東京講習会議習録または建設

省，建築研究所報告昭和30年拙著「鉄筋

コンクリート造建物と防火被覆」参照。

5. テレビ塔，展望塔

芝の東京テレビ塔を初め，名古屋，札幌，別

府各地の市街地のテレビ塔にも防火上の問題が

ある。第1，それが木造市街地に近接して建て

られている場合は，その市街地の火災の強風下

の火流と輔射熱とによって，塔の鉄骨自身が，

.500～800。Cになることは，木造市街地からの距

離のいかんによってはもちろん起こる危険があ

る。塔を 500。C以下に保つには木造市街地か

ら，少なくも 80m以上の水平距離を保つ必要が

あると考えるべきである。第2は，テレビ塔の

下部に管理室のほか，多数の観光客を収容する

融欝
写真7高速号線付近の大規模木造

建物があり，それがまた大規模で‘あって，飲食

店，みやげ物店を収容している。人間の出入す

る場所で火事の危険のない所ぱなし、。

名古屋テ レピ塔は，幅 lOOm位の広場の中央’

に 10年位以前に建てられたが，当時，広場に

面する両側には木造建物が並び，その奥には広

い木造市街地があったが，この公園広場の両側

地区は，防火地区に指定してあり，その後，急

速に耐火建造物に改められて行くことが明らか

と考えられる場所であったので，テレビ塔の火

災危険は，短年月の内にほとんど解消すると考

えられたので，テレビ塔の防火処理を免除して

建造を許可されたし、きさつがある。

けれども，内部の事務室と大衆の出入する室

からの出火は，いつ起こるかわからなし、。出火

したら窓から炎が出て， 至近距離にあるテレビ

塔の四つ柱を600。C以上に加熱することになっ

たら大変である。テレビ塔は烈風に対して設計

しであるから，風のないときは火事がなければ，

鉄骨の抵抗力に余裕があるけれども，一度大火

災になれば600。Cに達する公算は大きく，従っ

て，鉄骨の耐力と弾性率とが共に設計上それ

ぞれの35%になったら，倒腹の危険があること

は，前数表を参照して明らかである。

その対策は構造部の防火被覆か， 完全な水冷

装置（ドレンチャ一等）より他にないて、あろう。

このような出火は防火管理さえ怠らなければ起

こらないとするのは明らかに甘すぎる。“火の

元用心”に対する人間の注立カには限界がある

からである。

しかるに，その後，テレビ塔を観光企業に利

用することは，上記名古屋のテレビ塔から始ま

写真 8 タンク越しに東電品川火力発電所
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写真 9

ったので・なし、かと思う。札幌も，別府も，東京

タワーも同じ要領であるからである。それより

も，ここで、述べたし、ことは，名古屋のテ レビ塔

の場合は，まだ慎重であったのに，別府のごと

きは広くもない道路の向側に木造の巨大な校舎

があることを考えると， fJlj例になれその慎重さ

が忘れられ，防火が軽視されているのではない

かと思われる。長い間に事故は必ずあるべきも

のと考えると恐ろしい気がする。少なくとも，

水冷装置か防火被覆は当事者の義務であろう。

テレビ塔だけではなし、。大都会の木造密集市

街地の真中に，観覧客を多数収容する鉄骨造り

の塔が大阪や京都にもある。各都市の関係者の

検討と対策とが急を要することを私は訴えてや

まなし、。

6. 石油タンク，化学工場

以前に，四日市の石油タンク火災，今年の 6

月には新潟地震による昭和石油の火災，また，

昭和電工の化学工場の爆発等々，油火災や化学

工場火災の大事故がひんぴんと起こっている。

新潟の昭石の地震火災も（写真9• 10）巨大
な損失であり，惨たんたるものであった。油は

あふれで，近接住宅地を焼き，工場の数多い大

型タンクも太い配管類も，建物も，一面に見わ

-40ー

写真 10 防油壁とタンク

たす限り焼けただれた廃虚の中に立って，ほん

の一部の盲点がひき起こしたこの惨事が悔まれ

てならなかった。その盲点とは，タンクにも，

防油壁にも，配管系統の設計にも，耐震性がじ

ゅうぶんに織り込まれていなかったということ

で，例えば，あの場合，防災上主要な防泊壁が

おおむね脆い薄いコンクリ ート・ブロック積で

あって，たとえ，新潟の砂地盤ならずとも，耐

震性のない構造であった。防油壁だけでも耐震

的であったならば，あの惨害は遥かに局限され

たと考えられる。石油化学工業の生産設備の主

要部は，配管設備と貯蔵タンク類で，管内を流

れる流体には，引火，爆発しやすく ，また，有

毒なものが多いので，漏洩検知はいろいろの方

法で行なわれてはいるが，確実な自動検知，通

報の完壁を期するには，なお，ほど遠いものが

あるように思われる。

日本では，このような危険度の高い，しかも

巨大で高価な設備に対し，どうしていままで構

築技術者の耐震設計の智識をじゅうぶん利用せ

ずに建設を行なってきたものかと，不思議でも

あり残念なことでもある。

このような巨大な資本と企業と公共の安全と

を守るためには，全国の石油産地と化学工場の

診断と災害予防投資とが迅速に実施に移せる様，

関係官民一体の強力な措置を要望したいもので

ある。

（筆者 ・東北大学教授・工学博士〕
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の 歴 史

まえがき

「歴史は繰り返される」といわれている。し

かし人類が多くの恐怖を克服した努力の跡をふ

り返ってみると，その言葉があまり正しくない

ことに気付く。人類を襲う猛獣や毒虫は動物園

や絵本，はく製などでしか見ることはできなく

なったし，激しい苦痛と高い死亡率を示す伝染

病や恐ろしい数々の病気も，大部分は撲滅され

たり，新薬の発見により治療が容易となった。

また寒さや飢えの恐怖などは現代っ子にとって

理解しにくいものとなってしまったが，大昔は

たいへん恐れられていたものである。

このように長い歴史をふり返ると，人類の知

恵がいくつかの恐怖の追放に成功したのて‘ある

が，せわしない現代の時間の単位でふり返って

みると「歴史は繰り返される」とし、う言葉がそ

のまま恐怖の歴史に適用されてしまう災害も少

なくないし，さらに新しく人類が作り出した恐

怖も見逃がすことはできない。このような見方

から繰り返し発生する災害の二，三を紹介して

みよう。

ガソリンの恐怖

太古の時代われわれの先祖は洞穴を出ると多

くの恐怖にかこまれていたが，その中でも夜の，

暗黒の恐怖は圧間的な強さをもっていたもので

あろう。ところでこの恐怖を追放するための照

明は， 19世紀に入っても大した進歩はみられず，

泊などを燃やしていた程度で－あった。しかし石

油ランプの出現は大衆的な照明として歓迎され

たため，石油工業の発展が促がされるようにな

っTこ。

わが国では大正年聞に石油ランプ用の灯油か

ら，内燃機関用のガソリンへと需要の転換が始

昔の恐怖と

近代の恐怖

駒 宮功 額

まり ，大正末期には分解蒸留装置が輸入される

ようになった。ところが当時は高圧蒸留の経験

の浅いことや，材料の不備などのためかなりの

事故がひん発したといわれている。安全操業と

v 世界有数の石油精製能力を誇る今日の石油工業

にとって，信じられないような事実だったので

ある。

さてこのガソリンは自動車の燃料として欠く

ことのできないものであるが，引火性が強く，

爆発の危険性が高いため，今日まで多くの災害

を発生してきた。昭和 15年大阪の安治川口駅

付近でガソリンカーが脱線転覆し，飛散したカ0・

ソリンに引火したため超満員の通勤客を乗せた

まま炎上し，死者 181人，負傷 92人をも生じ

た。以来ガソリンカーの危険性が明らかとなり，

ディ ーセツレ汽動車の発達が促進されたものであ

る。

同じような例は潜水艦の発達史上にもみうけ

られ，推進機関にガソリンを使用した潜水艦内

で爆発や火災が発生し，多くの犠牲者を各国で

生じたが，これもディーセツレ機関の採用以来こ

の種の事故は影を潜めてしまったc

このように引火性の高い燃料の大量取り扱い

に危険はっきもので多くの事故が発生している白

最近の例では1昨年京浜運河でガソリンを積ん

だタンカー第1宗像丸が衝突 ・炎上し， 38名が

傷ましい犠牲者となったことは記憶に生々しい

ところであろう。一方アメリカでは今年3月6

日タンカー 「パンカーヒノレ号」同じく 26日に

タンカー「サン ・ジャミント号」がそれぞれ爆

発により沈没した。またリベリアのタンカー

「アンフィアロス号」も 3月1日に船体がふた

つに割れて沈没したが，戦中 ・戦後を除き溶接

船の破損例は現在少ないようなので，これもあ

るいは爆発とも考えられよう。
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写真 1電気溶接中残留ガスに引火機発し，大破したアメ
リカ寧Fソカー〈佐世保造船所沢津橋安全衛生課長僚影〉

このような大量の石油類を輸送するタンカー

の附加は，修理作業のため空船で・造船所へ入渠

するタンカーの1：自加を伴うものである。ところ

で引火性の高い液体燃料を取り扱っている人々

にとっては，からのガソリンタンクの爆発危険

性は十分理解されているが，船の修理に当たる

作業員の中にはその危険性を知らない人も皆無

ではなし、。写真1はタンク内清掃不卜分なまま

溶接作業を行なったため爆発したタンカーであ

るが，世界ーの船舶保有国であるアメリカでは

1956年～1961年の6年間に78隻のタンカーの

爆発火災事故と 65名の犠牲者を生じている。

このため NFPAの防火規則にはタンカーなど

の修理の際のガス検知や防火基準が示されてお

り，またマリン ・ケミストの協会も活躍してい

る。一方造船技術を誇るわが国では今年神戸で

発生した小型タンカーの爆発事故を除けば，こ

の種の事故がまれなのは，造船所担当員の地道

な努力のたまものということができょう。

土木建設工事の恐怖

足かけ 11年にわたるスエズ運河工事の際に
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約 12万人という驚くべき数の犠牲者を出した

ことは，炎天下のサパクの下でいかに人道を無

視した無茶な工事が強制されたかを物語ってい

よう。この工事が着手されてから 100年以上を

へた現在，土木工事とその建設物の安全性は飛

躍的な進歩をとげてきた。しかし土木建設工事

そのものによる人命の損失や，建設物の崩潰に

よる犠牲は皆無とはいえないようである。

たとえば日常の通勤に利用されている東京の

地下鉄も，戦後の工事では500mに死者 1人の

割で犠牲を生じた。また大正 7年に着手された

丹那トンネノレは，カンテラの照明で人力が掘り

出した土砂を牛馬の背で、坑外へ運び出すという

原始工法で， 16年の聞に 67人の犠牲者を生じ

たが，新丹那トンネルはその苦い経験を生かし，

4年の才月と 12人の犠牲者で完成することが

できたので、ある。昭和5年えびす祭のとき渡し

船が転覆し， 70余人の人命が失われたことが動

機となったといわれる東洋一の巨大なつり橋

「若戸大橋」の架橋では 10人，昨年完成した

総出力 25万余 kWのアーチ型ダムとして有名

な黒部川第4発電所の建設には167人とそれぞ

れ犠牲者を出したので、ある。

このように土木建設工事には危険が伴うもの

であるが，1930年代の溶接橋やタコマ橋の破壊，

近年続発したダムの崩潰など完成した建設物そ

のものの危険も忘れることはできなし、。ところ

でこれらの貴重な犠牲は，土木建設工事の危険

を克服する技術をば発達させる大きな力となり，

1895年フランスのブーゼィ ・ダム決壊では重力

ダムの理論の確立を見たので、ある。1921年アメ

リカ，カリフオノレニア州のセント ・フランシス

・ダムは完工と同時にダムが倒壊し死者，行方

不明 500人という災害を生んだが，このためア

メリカのダム技術に対する熱意を高めたといわ

れている百1951年南フランスのマルパッセ ・ダ

ムが決壊し死者，行方不明 500人にのぼった。

この災害からはダム本体に注がれていた研究の

努力が基礎地盤に注がれるようになったとされ

ている。 1963年にはイタリア北部のノくイオント

．夕、、ム崩壊のため 2,100余人もの生命が水にの

まれ，続いて同年暮アメリカ，ロ スアンゼノレス



市近郊のボールドウイン ・ヒノレズ ・ダムが決壊

し2人の死者と数名の行方不明者を出したが，

この2つの災害から，さらに安全性の高い夕、ム

建設が促進されることは明らかであり，また多

くの犠牲者もそれを望んでいることであろう。

酸素の恐怖

第2次世界大戦の初期に，わが海軍の活躍は

まことにめざま しく，零戦や機動艦隊の出現は

世界を驚かせたものである。また表面に現われ

立かったが，当時の新兵器←酸素魚雷ーの存在

も零戦に劣らぬ偉力を示したので、ある。

さて魚雷は主と して爆薬と推進機関と操舵装

置から作られているが，このうち重要な推進機

．闘は空気で油を燃やし，発生した高温のガスか

ら蒸気をつくって機関を回転するようになって

いる。したがって各国とも似たりょったりの性

：能であったのも当然である。しかし空気の代わ

りに酸素を用いれば，排ガスに窒素を含まない

ため航跡を残さず，航続距離を延長できること

はよく知られていた。このため各国とも酸素を

使用する酸素魚雷の研究に力をそそいだのであ

るが，加熱装置の点火時に爆発事故が続発し，

多くの犠牲者を出したため研究は中止されてし

まったのである。これは高圧酸素中て伯lを燃焼

させる危険な研究で，爆発事故の発生は当然予

a想されることなので、ある。

ところが，わが海軍の研究陣は点火時にはい

ままでどうり空気を使用し，燃焼が始まると次

第に酸素を増して純酸素に切り替える機構を発

明し，安全な酸素魚雷の研究にj勝利をおさめた

のである。換言すれば酸素の危険性を正しく認

‘識して研究を進めたための成功とも考えられよ

う。

いまのベた酸素と油による爆発事故は，貴重

な犠牲のおかげで戦後すっかり追放されたもの

と考えられる方も多いが，現在でも閉じ事故が

繰り返し発生している。写真2に示した深海作

業船「よみうり号」の急激な火災事故原因も，

写真 2 1消火作業中の深海作業船よみうり号

酸素と油によるもので，応急浮上用気蓄器とし

て空気ボンベの代わりに酸素ボンベが納入され

たため，空気配管系統の気密試験の際，残留油

脂が高圧酸素により発火したものである。酸素

というと無害で安全なガスと考えられがちで，

昭和の初期から現在までの長い年月にわたり ，

このような爆発 ・火災事故が繰り返し報告され

ていることは残念である。このような事故は原

因も対策も明らかであるから，安全技術向上に

少しも役立たなL、c したがって一刻も早く追放

したい事故の 1つなのである。

このほか液体酸素と有機物の爆発，前回紹介

した濃い酸素中での作業服の急激な燃焼，高空

飛行における酸素欠乏研究中の事故，濃い酸素

中で未熟児を育てる保育箱中での失明など酸素

に関係のある話題は豊富であり ，技術や学問の

進歩の陰に多くの貴重な犠牲の存在を知ること

ができる。

あとがき

技術開発の歴史をあまり持たないわが国では，

完成した，そして安全も保証された技術の導入

により今日の繁栄を得たもの考えられる。しか

し技術の開発のさい事故を完全に予防すること

は，いままでのベた例からも仲々困難であり，

わが国独自の技術の開発がさけばれている今日，

事故の防止には 卜分注意したし、ものである。

（筆者労働省産業安全研究所）

4

“τ
 



吾輩は 疫病神 である

？吾輩は疫病神で、ある。人ー聞から蛇蝿のように

忌み嫌われている疫病神である。人聞にいわせ

ると ，ワ シは トテモ悪いヤツのようにされてい

るが，それはとんでもない間違いだ。

ワシはこれでも氏素性の正しいレッキと した

神様で，そんじよそこらに近ごろできた新米の

神様などとは，チト格が違うんじゃ。そんなも

のは本物の神様なんかじゃなし、。いうなれば人

造の神様，ニセの神様， インチキ神様というも

のじゃ。

ワシの弟分の庁福の神庁は人間たちにたいそ

う評判がよいようだが，彼だってただ無閣と人

e聞を可愛がって福を授けているわけではない。

福を授けるのが世の中全体のためによい時にだ

け授けるのが，彼の役目なんだ。

だから，天地宇宙を創造した神，つまりワシ

ラのボスからみて， 宇宙全体がウマクゆくよう

に，泊を注したり，パランスをとってやったり

するのが，ワシラ兄弟の努めなんだ。油注しの

役が弟の庁福の神グ，行き過ぎをチェックする

のがかく申す兄貴分の“疫病神”というわけだ。

ワシは人聞が必要以上に繁耳目したり ，他の動

物を虐めたり殺したりしないように番をしてい

るのだが，他の動物たちの間では，どうも人間

の評判は近ごろは余り宜しくないようだな。そ

れで時々注意、を与えたり ，それでもきかん時は

罰したりする。人聞がワシを毛嫌いするのはそ

のためだが，それは人間のわがままというもの

じゃ。

ワシが人間に与える罰には色々ある。 地震や

台風，洪水や飢僅というような天災もあれば，

火事や流行病のような人災に近いものもある。

固と国のわがままが昂じ℃起こる戦争も 1種の

罰だが，これは今後なるべく利用しないことに

しとるんじゃ。なにしろ水爆戦などを無制限に
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やられると，滅びるのは人間ばかりではなし、か

らな。

ワシが今日まで、に与えた 1番大きな罰は，な

んといっても流行病のコ レラだな。あれは安政

5年 （1858）の夏，長崎に発してたちまち全国

各地に伝染し， 特に江戸で‘猛威を振ったヤツで

江戸だけでも死者 26万余と称されたものだ。

もちろん，こんな強い罰を与えるには与えるだ

けの十分なわけがあってのことだが，やはりワ

シだとてまんざら人情，いや神情がないわけで、

はないから，こんな時はツクズク因果な役目だ

と思うこともある。しかし病気の罰は，近ごろ

人間の医学が進んだので，今後はもうあまり使

いものにはならぬようだ。

火事も昔は“江戸の華”などと申して，日本の

お家芸だったから，大きなのも珍らしくなかっ

た。中でも凄かったのは，明暦3年（1657)1 

月 18日から 19日にかけて，江戸の大部分を

焼払ったいわゆる振抽火事で，焼死者の数が

10万7千に達したのだから，いかに火勢がす

さまじかったか想像で、きるだろう。しかし，近

ごろは消防力が強くなったので，今後はよほど

の大地震とでも協同作戦をやらぬ限り大した期

待はできんようになってしまった。これはワ シ

の職務遂行上，はなはだ不都合なことに相成っ

たしだいて、，誠に遺憾に堪えんのじゃ。

ワシは今，人間の評判が宜しくないと申した

が，ボスなる神もそれを心配しとるんだ。それ

は他でもなL、。人聞が思い上がって，世の中が、

人間だけのためにあるかのような振舞いが，自

に余るほどになったからだ。

そもそもボスが造った地上のあらゆる生物は

動物も植物もみなその環境に応じて， 生きてゆ

く権利があるのだ。それを人聞は，自分に都合

のいいものだけは家畜だの有用植物だのと大事



にする癖に，自分の気に入らんものは，ゃれ害

虫だ雑草だといって根絶やしにしてしまう。ボ

スが自慢にしている美しい自然をメチャクチャ

にして，しまいには水や空気まで夕、、メにしてし

まう。全く人間ほど自分勝手な奴はないな。

しかし，そこまではまだ許せたが，とうとう

原爆から水爆まで作って，放っておくと，今度

は人間同志で殺し合いを始めそうな勢になって

きた。人聞が自滅するのは自業自得だから一向

に差し支えないが，そうなると巻添えを食って

罪のない他の動物や植物まで絶滅してしまう。

さすがのボスもこれにはスッカリ怒ってしまっ

たのだ。優等生だと思って可愛がっていたのだ

が，劣等生どころの騒ぎではなくて，親の作品

を片っ端からぶちこわしてしまう暴力団だった

というようなものだからな。

そこで， ワシはボスに進言したんじゃ。“ボ

スは今まで人聞を甘やかしすぎたから，こんな

事になったが，これからはもっと族を厳しくし

た方がL、ぃ。知育偏重をやめて徳育に重点をお

いた人作りが大切だ”とね。確かどこかの国の

首相も似たような事を，言うだけは言ったよう

だな。だが，人聞にとっでは，“言うは易く，

行なうは難し”じゃが，神にとっては，言うこ

とはすなわち行なうことだ。ここが神様と人聞

の違う所なんだな。

そこで人聞を罰することにたちまち神意が一

決したわけじゃが， 1つ困ったことができたの

だ。それは，どうやって罰するかということだ。

なにしろ人間という奴は，色々なことを考え出

して災害を予防する術に長じているから，今ま

での手では余り効き目はない。

地震，雷，火事，親父から，台風，洪水，伝

染病と，ひとわたり見回してみたが，どうもみ

な古臭くて，あまりパッとした顔振れではない。

なにかもっと自の覚めるような新手はなかろう

かと，考え考え歩いていたら，いきなりドスン

！とばかり，後から自動車にハネ飛ばされてし

まった。もっとも ，ハネ飛ばされた所で、ワシの

身体は，人間のように固体や液体でできてるの

ではなくて，目に見えぬ気体だから， ~ljに首が

＊ゲTこり腹の中の道具がコワレたりする必配は

ないのだが，やはりピックリした。そのトタン

にが交通事故罰庁はどうだろうかと気がついた

のじゃ。

これは1つ1つの事故はそれほど大物ではな

いから，割合人聞に警戒心を起こさせないし，

第1人間って奴は頭がし、L、だけに，ウヌボレも

強い。だから，いくら自動車事故が起こっても

白分がやられるまでは，たいていの奴が腹の中

で“オレは大丈夫だ“と思ってるらしL、。おま

けに日本の道路は9割以上が徳川｜時代そのまま

な所へもってきて，青空駐車おかまいなしとき

ているから，車庫もない奴までドンドン車を買

い込む。これではそこらじゅう車だらけで，人

も車も動きがとれなくなるのは当たり前だ。中

には青空駐車を禁止した都市もあるが，よく聞

いてみたら 8時間以上が禁止なんだそうだ。そ

うすると，法律に忠実なお国柄のことだから，

これは7時間 59分までは差し支えないという

許可証を貰ったようなものだ。人聞はなぜこん

なパカ気たザノレ法を作るか，ワシはどうもよく ，

わからんが，多分取締ることになると，率の買

手がなくなるからではないのかな。

日本人が特に交通事故と相性がいいのは，彼

らがセッカチで気が短いからだ。彼らの先祖は

“問答無用”と言って万を抜く人種だったし，

イザ鎌倉となれば体当たりの特攻精神を発揮す

る。交差点では正面の信号の青くなるのを見な

いで，側面の信号が黄色になるのを横目で脱ん

でし、る。こうい手合いだから，警官さえ見てい

なければ，制｜浪速度なんかおかまいなしで国道

上に壮烈なモーターレースを展開する。ガード

レールはへシ折る，衝突追突八つ当たりなどは

お茶の子で，崖だろうと回ぼだろうと見境いな

く飛び込むといったあんぱいだから，車の数の

比率では日本ほど事故率の高い国はないという

のも，まんざらウソではなさそうだ。おまけに

彼らはよく酒を飲むが，飲むとなおさち突っ走

りたくなる癖があるから，事故を起こすのにこ

れほど適性豊かな人種はあるまし、。そうだ，こ

れに限る，これで人口を調節してやろうとワシ

は決心したんじゃ。

だ＿＼，¥f.こい。この世の中が住みにくいというの
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は，人聞が多すぎるからだが，とりわけ日本人

のように知能は割に高いが公徳心はゼロという

人種が，あまり繁殖するのは，神としてはもっ

とも望ましくないのだ。

さて，そうと決ったら早速日本人撲滅の計画

に取りかかることにしよう。

人聞が考え出した等比級数の公式に，こんな

のがあるが，御存知かな？

S a-arn －－ 1-r 
つまり ，このSというのはだな，項比を γ と

した時に，初項 aから第 n項までの和のこと

『 p

I~ 。

ところで，統計によると，昭和38年中の交通

事故による死者は12,000人，負傷者は 350,000

人，合計362,000人だとあるが，これが上の式

の初項，すなわち aに当たるわけじゃ。しか

も，ここで言う死者は，事故が起こってから 10

日以内に死んだ人間の数で，後になって死んだ

のは別だそうだ。また，負傷というのも，軽傷

を含まないもので，全治10日以上の数だから，

手足を失うような生涯の不具者になるのも少な

くないわけだ。この数を前の年に比べると14%

増になっているから， 項比nは1.14だ。また，

日本の人口は約1億だから，これをSとおけば

し、し、。

そうすると，これはいったいどういうことか

と言うと ，上の式で未知数nを求めれば，これ

すなわちワシの計画の完成するに要する年数と

いうことになるのじゃ。計算してみると，

n=.25. 5 

となった。つまり，約26年後の昭和65年には

1億日本人は1人残らず死傷者になってしまう

というわけじゃ。どうだ，少しは驚いたろう。

人口の自然、増加はあるが，それも最近はガタ

務ちだから恐れるに足らぬ。むしろ項比rが今

よりもっと大きくなることが予想されるから，

うまく行けば，

n=20 

ぐらいになるかも知れぬ。

世界で・最初に原爆の洗礼を受けた日本人よ 1

かわいそうにお前は，交通事故罰で絶する地上

最初の民族になるのだぞ ！

では，安らかに眠るがし、ぃ

南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏

有難い有難い

(1964 8 17) 

（筆者静岡地方気象台長〕

日本損害保険協会では，現在「損保ドキ

ュメンタ リー劇場」を提供中です。
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放送日毎週 ・日曜日

ヒューマンなタッチで鋭く描く，ずこのし

める異色報道番組です。

日曜日，お休みのひととき，ご家族そろ

ってごらんくださし、。

放送時間 フジテレビ ・関西テレビ（午前 10・30～11・00)

東海テレビ（午前 9・30～10・00)

テレビ西日本（午前 9・00～9・30)
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消防自動車合同寄贈式第2回

先

公設火災報知機
(100基）

防火貯水槽
(20個所）

携帯用無線電話機
(50台）

都

目的寄

東

件物贈寄

市
市

浜
九州

横
北

屈折悌子付消防
ポンプ自動車

市崎尼
化学消防ポンプ
自動車

市

普通消防ポンプ
自動車

なお，合同寄贈式のあとで，屈折梯子付消防

自動車の演技，全消防自動車による放水，化学

消火の実演や，東京消防庁音楽隊パレードなど

がおこなわれます。

山

市
市
市
市
市

渡

沢

向

城

鹿

市
本
水
日
市
安
鈴

野

見

曳

治
羽
市
市
市
多
市
市

原
治
つ
見
杵
口

柏
字
む
氷
白
川

市島

市
市
市
市
三
市
市

島
庄
石
穂
予
島
来

徳
新
白
赤
伊
津
安

昭和 22年以来わが国の損害保険業界は防火

運動の重要性を認識して防火映画の製作，防火

講演会の開催その他印刷物の発行などを行なっ

てきましたが，昭和 27年さらに一歩をすすめ

て地方消防機材の強化拡充に資するため，火災

予防醸出金制度を設けました。

この制度により損害保険会社は火災保険料の

一部を当協会に醸出し地方消防機材の拡充その

他火災予防事業実施の財源としています。

当協会はこれによって前記の事業はもちろん，

全国の市制施行地に消防自動車，公設火災報知

機，防火貯水槽などの寄贈，自治体消防の防火

運動の補助などを行なっています。その数は，

昭和 27年から本年9月末までに，

消防自動車寄贈都市数 延 297都市

公設火災報知機寄贈都市数延 19都市

防火貯水槽寄贈都市数 延 2都市

に達しております。

今年， 11月6日 （金〉午前 10時から，明治

神宮外克絵画館前でおこなわれる第2回の合

同寄贈式における寄贈物件と寄贈先は，つぎの

とおりです。

歌手口
水槽十l消防ポン
プ自動車

第 59号報時防予

昭和 39年 10月 1日発行

【非売品】 ＝；域型
東京都千代田区神田淡路町2ノ9

日本損 害保 険協会
電話東京（251)0141（代）5181（代〉

東京都文京区潟館町 11番地

株式会社 コロナ 社

電話（941)3136-8 
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〈〉日本損害保険協会製作・防火映画ご紹介。

みんなで考える家庭の防火

文部省選定・自治省消防庁推薦 ・東京消防庁協力

わが国は，年々はなやかな発展をつづける反

面，火災国日本とし、う不名誉な名称が示すよう

に，消防関係方面の懸命の努力にもかかわらず

毎日 1億円以上もの財貨が火災のために灰とな

っております。そして，この火災のほとんどが，

ちょっとした不注意や火に対する認識不足から

起こっているのです。

わが国の損害保険会社は，広く一般に防火思

想を普及するため，日本損害保険協会において

昭和 24年以来，すでに，

燃えない街（2巻）

私達の家庭防火 c2巻〉
一人は万人の為に万人は一人の為に （2巻）

音楽一家（3巻 ・35mm)

工場の防火（2巻 ・文部省選定〕

街を守る子たち（2巻 ・文部省選定〉

修学旅行（ 2巻〕

ともだち （5巻 ・文部省選定〕

ただいま勉強中（3巻 ・文部省選定〕

タッちゃん一家 c3'巻〉
燃え上がる炎（3巻〕

日本の民家（6巻 ・文部省特選〉

など 12本の防火映画を企画作製し，約 250本

石油コンロの火災も， 用具の正しい使い方を知

っていれば，だれでも簡単位防げます

~ 48＂ーー

殺虫剤などの用液には，乾燥を早くするため揮発性

のものが使用されています。火のそばでは，けっし

て使ってはいけません

のプリン トを備えつけて学校や工場 ・消防箸な

ど広く一般の方々のご利用を願っております。

このたび，家庭のやさしい防火の心得をテー

マとした防火映画「みんなで考える家庭の防

火」 (16mmカラー〉が完成しました。この映

画は，耐火建造物の増加や消防施設の拡充にも

かかわらず，年々火災件数が増加するのはなぜ

か，とし、う疑問から出発して作られたものです。

内容は，たばこの不始末や石油ストープ・石

油コンロの不注意な扱い方のほか， 最近では電

化製品や引火しやすい化学薬品の不注意な扱い

方などの新しい火災原因が増えており，日常生

活に役だっ電化製品や化学薬品なども扱い方に

よってはいかに危険であるかということと， 正

しい知識を身につけていれば簡単に火災が防げ

るということを描いたものです。

フィルムご利用のお申し込みは，

日本損害保険協会

東京都千代田区神田淡路町2の9

電話・東京（251)0141, 5181 （代）

または，各地の地方委員会，お近くの損害保険

会社に，1週間前くらいにお申し込みください。



火災防止tニ・・・

理研のガス漏れ測定警報器〈新発売〉

~ G P-202型

電源 'ji. lサ乾電池（ UM-1)4ヶ
寸洛 J4UX16UX80mm 

2・l.9Kg('1lJ'.池JU
目盛 65X75mm角咋Jメ 7ー

に等分自 I~量を し ．安全、
首意，爆発的色分けをして
あります。

普報繍度 警報設定自 U.6%に
対し ± 0.1% 
( L Pガス町時）

測定精度 7ルスケル的土 3%
測定図書生 単 l号乾’¥1t池Zコ（川lj

li'.I吋の万）で200LaJか
り 3以Jl~ I グ）illil'i：がI.I',
;f<ますω

区三日
l. ガス 。~t;'ll~： をソ·~r ーて
知らせ、 x._,1--7ー
でも 指d、する。

~－ ”I燃・l'I：ガスなら、ど
んなガスでもii!IJ定で
きる。

：~. 取扱は簡単。小型粁

両立でそのー上メ－7ー
が見易い。

•1. 値段が安い ω

⑧一一クが世界3叩哨L てれます。
陸逼E宿直E書面圃置措置－~ヨ・E出圃・髭ヨ・fH ・理研販売株式会社

｜；ゅ：： ｜・東京書官港区芝琴平町 13 ・TEし東京 501 3 8 8 9 

zゅん淑墨
A.B.C総てに適す

強化液消火器
・零下25度まで不凍

・特許3段切替ノズル付

．無害で物をいためない

－誌かえがいらない

・維持管埋が簡単

．最も経済的なもの

．能力単位が大きい

日進工業株式会社
東京都千代田区神図松永町I8 東京（251)3059・3703・7598、

一躍進するヤマトー

司！＇？ I’璃史書雌式会租
（旧日本商会製作所）

本H ・工場大阪 iii 東成 l正；：rn： ~’ l の 13 屯話（971)3291 （代）

東）~：·：品主•＇Ir llOt: r.1;;(0[£ z白全白目12のむ7 電話（442)6256（代）
出張所小企 ・Ii迫・仙台 ・」t1師道・名古屋・広島・釧路
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